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仙台市には約700ヵ所の遺跡が存在し、年間にそれらの遺跡に関係する

開発、建築が350件以上あります。それらの行為に対しては文化財保護法

の定めにより、それぞれの工事内容を審査したうえ、立会調査や発掘調査

の対応をすることになっております。

本調査には時間がかかり、調査着手を待っておられる申請者も多い状況

ですが、当教育委員会文化財課では一日でも早く調査に着手できるよう、

また一件でも多く調査が終了するように努めておりますので、今後ともご

理解とご協力をお願い申し上げます。

平成 8年度は71遺跡93ヵ所の確認調査、本調査を実施しましたが、前段

で触れましたように、調査の効率化を図るための調査体制の見直しを行っ

たうえでの実施となりました。具体的には小規模調査は別に調査斑を組み、

機動的な対応をすることにしたものであり、相当の効果をあげたものと考

えております。

その小規模調査班の担当した調査のうち、10件をまとめてここに報告す

ることになりました。

ここで報告しなかったものを含め、仙台市の各区で確認調査、本 (小 )

調査を実施しました折り、多くの皆様のご協力、ご指導を受けましたこと

に対しまして、心より感謝申し上げます。

小調査の報告ではありますが、各地域の情報を提供しておりますので、

ぜひ参考資料としてご活用していただければ幸いです。

1997企F3月

仙台市教育委員会

教育長 堀 籠 克 彦
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1 本書は、仙台市関連事業に関わる高屋敷遺跡 (2次)・ 中在家南遺跡 (2次)・ 安養寺配水場前窯跡と、民間開

発事業に関わる杉土手 (3次)・ 北前遺跡 (5次)・ 押口遺跡 (2次)。 平治遺跡・高柳遺跡 (2次)・ 富沢遺跡

(100次 )・ 安久遺跡 (4次)の発掘調査と陸奥国分尼寺跡の確認調査報告書である。

2 本書の作成は、仙台市教育委員会文化財課 篠原信彦・工藤哲司 。竹田幸司が担当し、下記のとおり分担した。
本文執筆 高屋敷遺跡

例

建    物 :SB

竪穴 (住居):SI

溝    跡 :SD

その他の遺構 :SX

土 坑 :SK

ピット:P

工藤

竹田

D:ロ クロ使用の土師器

安養寺配水場前窯跡 ―一一

押口遺跡

高柳遺跡

安久遺跡

中在家南遺跡       工藤

杉土手.北前遺跡 一一一一 工藤

工藤

篠原

篠原

篠原

竹田

工藤

竹田

平治遺跡

富沢遺跡

陸奥国分尼寺跡 一一一一一 篠原

遺構図作成

遺物写真撮影

本書に関わる整理作業には、下記の参加を得た。

秋葉泰徳・石船清隆・加藤美紀・小玉寿江・佐藤悦子・佐藤由美子・佐藤床弥・鈴木美代子・只野宗一

中里とわ子 。山並明夫・米森博子

本書に関わる図面・写真・遺物は、仙台市教育委員会が保管している。

1 本書で使用した土色は、『新版標準土色帖』 (小山・竹原 :1976)に準拠している。
2 図中で使用した座標値は、平面直角座標系Xを基準としている。
3 調査地点については、遺跡地図に★印で示した。
4 遺構については、次の略号を使用した。

例凡

5 遺物の登録は、次の略号を使用した。

A:縄文土器    B:弥 生土器    C:ロ クロ不使用の上師器

E:須恵器     G:平 瓦・ 軒平瓦  K:石 器・石製品

6 遺構図における は、撹乱を示す。

7 土師器内面の網目は、黒色処理を示す。
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I 高屋敷遺跡 (2次)調査報告書

高屋敷遺跡 (官城県遺跡番号 01430)

仙台市若林区荒井字高屋敷27-2・ 27-4

仙台市荒井土地区画整理事業に伴う土壌改良工事

15644f

3754r

確認調査 平成 8年 6月 3日 ～ 6月 4日

本 調 査 平成 8年 9月 2日～ 9月 19日

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

工藤哲司

相沢 守・秋葉泰徳・鈴木邦彦・鈴木美代子・只野宗―・土井 清・山並明夫・渡辺純子

2 遺跡の位置と環境
高屋敷遺跡は、 JR仙台駅の東南東約 5 kmの、仙台市東部に広がる沖積地の中央に位置する。付近は荒井の集落の

中心地にあたる。遺跡の標高は 5m前後で、東西方向にのびる自然堤防に立地している。遺跡の立地する自然堤防は、

東西85m・ 南北40mの狭い範囲が周辺部よりやや高くなっている。遺跡の北側は湿地となっているが、この低地部は

中在家南遺跡から押口遺跡へ続くと推定されている旧河道と考えられる。

遺跡の南西200mの地点には、弥生時代中期の遺物包含層・土羨墓群、古墳時代前期の方形周溝墓、古墳時代中期

の可能性のある竪穴住居跡及び弥生時代中期から中世までの木製品を出土した河川跡の発見された中在家南遺跡があ

る。また、北西150mには弥生時代中期から中世までの木製品を出土した押口遺跡がある。

高屋敷遺跡の調査は、1989年に区画整理街路建設に際して実施され、古墳時代前期から中期にかけての遺物包含層

と、古墳時代中期の遺物を出土する多数の土坑などの遺構が検出されている。

3 調査方法
調査にあたっては、事業主体 (仙台市)か らの発掘通知に基づき、高屋敷27-4と 高屋敷27-2西部にそれぞれ試

掘第 1ト レンチ (幅 4m。 長さ19m)と試掘第 2ト レンチ (幅 4m。 長さ20m)を設定して確認調査を実施した。そ

の結果、1989年の 1次調査区の西側にあたり、畑地となっている試掘第 1ト レンチにおいては、前回の調査区から続

く遺物包含層と遺構が検出された。これに対して、 1次調査区の西側にあたり、旧住宅地に設定した試掘第 2ト レン

チでは、住宅の基礎等の撹乱が深くまで及んでいることが明らかになった。撹乱を除去した面では、幅 5～ 6m・ 深

さ約40clllの 泥庚層が自然堆積する溝状の凹地が検出された。凹地の一部を調査したが遺物は土師器の細片がわずかに

出土しただけであった。以上の状況から、高屋敷27-4については本調査を改め実施することにし、高屋敷27-2に

ついては本調査は必要ないものと判断した。

高屋敷27-4にかかわる本調査区は、遺跡の南側の境界となっている堀より北側に調査区を設定した。

また、本調査実施中に新たに高屋敷27-2東部の上壌改良工事の通知があったので、この区画にかかわる遺跡範囲

についても幅 5m。 長さ12mの調査区を設定して確認調査を実施した。調査区は、全体的に基礎等による撹乱を受け
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ていたが、境乱の下面で掘立柱建物跡を合むピット群と溝跡が検出された。この区域については検出された遺構を掘

りきって本調査とした。

今回の調査区のうち、本調査を実施した高屋致27-4にかかわる地区を第 2次調査西区、高屋敷27-2東部にかか

わる地区を第 2次調査東区と呼称した。

4 基本層位
高屋敷遺跡の基本層位は、耕作土からなるI層 と、遺物包含層の工層、基盤のⅢ層に大別される。

I層 の耕作土は、上下 2層に細分される。上層 (Ia層)は、暗褐色ツルトからなる現耕作土層で、比較的柔らか

■・・ ‐
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番号 遺 跡  名 立  地 時 代 番号 遺 跡  名 立  地 時 代

1 中 在 家 南 遺 跡 沖積平野 弥生、古墳、古代、中世、近世 11 仙 台 東 郊 条 里 沖積平野 古代

2 高 屋 敷 遺 跡 自然堤防 古墳、古代 南 小 泉 遺 跡 自然堤防 弥生、古墳、古代、中世、近世

3 押  口 遺  跡 沖積平野 弥生、古墳、古代、中世、近世 13 遠 見 塚 古 墳 自然堤防 古墳

4 中 在 家 遺 跡 自然堤防 古代 沖 野 城 跡 自然堤防 中世

5 長 喜 城 館 跡 自然堤防 中世 中 柵 西 遺 跡 自然堤防 弥生、古墳、古代

6 荒 井 畑 中 遺 跡 自然堤防 古墳、古代、中世 神 柵 遺 跡 自然堤レ 古代

7 荒 井 館 跡 自然堤防 古代、中性、近世 17 砂 押 I遺 跡 自然堤防 占墳、古代
8 北 屋 敷 遺 跡 自然堤防 古代、中世、近世 砂 押 I 遺 跡 自然堤防 古墳、古代

9 下 荒 井 遺 跡 自然堤防 古代 陸奥 国分尼 寺跡 沖積平野 古 代

藤 田 新 田 遺 跡 浜  堤 弥生、古墳、古代、中世、近世

第 1図 高屋敷遺跡と周辺の遺跡
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い。下層 (Ib層 )は、暗褐色粘土質ンル トからなる耕作上の下部を構成する層で、締まりが強い。

Ⅱ層は黒色の粘土質シル ト層で、古墳時代の土器片を含む。締まりも強い。層厚は10～ 15clllで 、第 2次調査西区で

は調査区の北東部にだけ分布している。第 1次調査では、Ⅱ層の形成時期について、出土遺物から古墳時代前期末か

ら中期と解釈されている。

Ⅲ層は、にぶい責褐色のシル ト層で、遺物包含層の分布していない部分の遺構確認面となっている。第 1次調査で

は、Ⅲ層は 3層に細分され、層厚は合わせて約60clllあ る。またⅢ層の下には黄褐色のシル ト質粘土層が約20clll(V層 )、

黄褐色およびにぶい黄色の粘土層が60clll以上堆積していることが確認されている。

5 第 2次調査西区発見遺構と出土遺物
西区は、南半分が墓地の改葬の際の掘削による撹乱を受けている。残 りの北側で遺物包含層と竪穴住居跡 1棟・ 土

坑 2基・ 溝跡 1条 。その他の遺構 3基・ ピット6個が検出された。

1)遺物包含層

遺物包含層は西区の北東部に、東西6.5m・ 南北 3mの範囲に分布する。層厚は10～ 1 5clllで、南側と西側方向に薄

くなる。 SI-1竪穴住居跡に切られている。今回の検出範囲からの出土遺物は少なく、弥生土器片 4点と土師器片

8点があるだけである。

2)堅穴住居跡

SI-1竪 穴住居跡 遺物包含層と遺物包含層の下で検出されたSK-2を切っている。上部は耕作による削平を受

けており、壁面は全体的に 4～ 5 clllの 高さで残っているだけである。平面形は方形を呈し、北東辺の方向はN-27°

一Wである。北西から南東方向の軸長は450clll、 北東から南西方向の軸長は413clll、 床面積17.2Υ を測る。

300rn 固

□

第 2図 調査地点と周辺の地形

的
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堆積土は、 3層に分けられた (1～ 3層 )。 1層は灰白色土を霜降 り状に含む黒褐色ツル ト層で床面を覆 うように

広 く堆積する。焼土を含む黒色ツル トの 2層 と、同じく焼土を含む黒褐色ンル トの 3層は、住居跡の中央北西寄 りに

部分的に分布 している。

壁面は、各面ともほぼ直線的にのび、各角は直角に交わる。壁の立ち上が りは急である。床面は比較的平坦である。

北西の壁面中央近 くの住居床面から焼土のブロックが検出されている。この焼土が、カマ ドの痕跡であるかどうかは

不明である。炉の痕跡は発見されなかった。床面の東側のコーナー付近を除く壁際は、溝状に掘 り下げられ基本層Ⅲ

層がブロックとなって准積している (4・ 5層 )。 この部分については、住居の堀方とその埋戻 しにかかわる土層と

考えられる。

柱穴は、対角線上の各コーナー付近に位置して 4個検出された (Pl・ 2・ 3・ 4)。 柱間間隔は】ヒ西辺が172伽、

南東辺が184c皿、北東辺が182clll、 南西辺が182clllで ある。壁面から柱までの距離は北西側が116～ 132clll、 北東側が104

～ 107clll、 南東側が105～ 1 18clll、 南西側がHOclllあ り、北西辺が他の辺から比べるとやや離れている。柱穴の掘方は、

長軸35～ 50clllの円形ないし精円形で、床面からの深さは35～ 40ctllである。柱痕跡は、直径 15clll前後の円形である。

住居内における柱穴以外の遺構としては、 7個のピットと 5基の土坑がある。これらの遺構は柱穴で囲まれた範囲

「ゝ==9 540

|

遺跡北側境界

X=-195260

第 2次調査東区

試掘調査第 1

X=-195270

X=-195 280

第 2次調査西区

Y三 9 520

|

X=-195300

|

Y=9500
|   |
Y==9 520

第 3図 第 1次・ 2次調査検出遣構合成図

|   |
Y=9.540  0___日 h__鄭 早

試掘調査第 2ト レンチ

X=-195280
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Y==9 500

X∋ %捌  |

Y=9505

|

|
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第 4図 西区遣構配置図
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Y=9500
|
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山
⑥

土 色 土  質 土  質 そ

10Y R3/3臆  褐  色 耕作主 (現代)
10Y R4/2灰 黄 褐 色

酸化鉄を斑状に合む、にどい黄獲色粘土質ツル トのブ

ッタを含む粘土質 ンル 耕作上下都  しま り強い、西部ほど明るい

iOY R2/2黒  褐 色 粘土質シル 緋作上下部 しまり強い 灰黄褐色粕土・ にすい黄獲色粘上のアロックを合意

10Y R2/3黒  褐 a 粘土 灰黄褐色箔上を霜降状に合む tOYR1/2黒     色 粘土質ツ 土器片を少二合む、しまり強い

10Y R5/4にどい芸褐色 管状の酸化鉄を合も

第 5図 西区北壁土層断面図
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の北東寄 りの部分 (SK-2・ 3,P6・ 7・ 8・ H)と 、南東壁と南東側の柱列の間 (SK-4・ 5。 6, P10)

の 2か所に集中している。

遺物は、 1層中から土師器外 (第 7図 2)は じめ、多数の上師器が出土しているが、床面からの出土遺物は少なく、

出土 した破片も甕の体部 (第 7図 3な ど)がほとんどである。 SK-4か らは芥が 1点 (第 7図 1)出土している。

1の外は小型で、平らな底部から口縁部まで内湾 して立ち上がるもので、内外面ともヘラミガキ調整されているが、
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層  h 層  ヽ 色 土  質 他

10YR2/2黒  褐 色 灰白色■を霜降状に合も 10Y R2/2黒  褐 こ 懃化鉄を含む

10YR2/1黒 明赤褐この焼士粒を少量合む、酸化鉄を少登含む

7 5YR3/1黒  褐 色 獲色の売上粒を少二合も iOY R2/ユ 黒    こ 灰黄褐色上を霜降状に合む

10TR2/3黒  偶 色 下面に医が分布、灰黄褐色■と獲色■を含む !OY R2/3黒  欄 色 にどい黄褐色主と酸化鉄を合む

10YR2/2黒  褐 色 黄笹色 と灰黄褐色土を多とに含む、掘 り方理■ 【どい黄褐色

iOYR2/2黒  褐 色 に B・い黄褐色土を霜降状に合む IOYR3/ 黒  褐 色 ルト質狛土 褐色上のブロッタを含む

10YR5/3に どい黄偶0 黒色土 と黄色獲色を合む 10YR5/4に がい黄褐色 溢土質ツル 黒褐色粘土を含む

10YR2/2黒  褐 色 10YR2/2黒  褐 色 粘土質ツル ト
iOY R5/3に どい黄褐色 黒色■と黄色上を合む iOYR2/2黒  褐 色 ルト質翡土 黄燈色上を多く合む
10Y R5/3に どい黄褐色 黄色上を少量含む 10Y R2/2黒  褐 色 卜質粘土 によい黄密色ツルトのアロックを含む

IOY RS/3に どい黄tB色 iOY R3/3暗  褐 色 粘土質シル にどい黄獲色 ツル トのアロッタを合む

10Y R2/2黒  褐 色 にどい黄褐色上をわすかに含む 10V R573にどい芸褐色 砂質 シ 黒褐色土とにどい黄笹色上のアロックを含む

10Y R2/3黒  褐 色 灰褐色土と黄笹色上を含む 10Y R2/2黒  褐 色 卜質粘土

10Y R5/2灰     黄 黄獲色土を少二含む とOY R5/3に ぶい煮褐色 粕土質 ンル にどい黄獲ことを少二霜降状に含む

10Y R2/2黒  福 色 によい黄褐色のブ,ッ クを合む 10YR2/Э 黒 褐 色 ンルト質狛土 にどい芸橙ヨンルトのブロッタを合む
10Y R5/3に Fい黄褐色 砂質シル 黄獲色■と黒色■を含む ル ト質rl■

10YR4/3に がい黄褐色 卜質粘土 にどい黄倭このンル をヽ霜降状に合む

10YR6/3に どい女獲色

IOYR2/3黒  褐 色 粘 土 にすい黄橙色 ンル トのブ ,ッ クを合む

第 6図 SI-1堅 穴住居跡
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前段階の調整が粗いために粘土の継ぎ目が残っている。 2の外は、日縁を久損するが、残存部の状況から外反する日

縁が付 くと判断される。表面は摩滅しているが、外面にわずかにヘラミガキの痕跡が残る。 3は球形の体部に外反す

る日縁が付 く甕で、口縁部は内外面ともヘラナデ、体部は外面ナデ・ 内面ヘラナデ調整される。

3)土 坑

SK-1土 坑 調査区の南東部で検出された。他の遺構との重複はない。平面形は東西80cIIl。 南北74clllの不整な円形

を呈する。深さは約20cIIlで、断面形は舟底形である。堆積土は大別 4層・細別 5層に分けられ、上部は褐灰色土を主

体とし、底面付近は黒色土となっているが、各層とも自然堆積層と判断される。遺物は土師器芥の細片が 3点出土し

ている。

SK-2土 坑 遺物包合層を除去した面で検出され、南側をSI-1に切られている。現存の平面形は残存長軸53clll

・短軸47clllの隅九長方形を呈する。深さは約17clllで、断面形はU字形である。堆積土は黒褐色ンルト層 1層である。

遺物は土師器の破片が 6点出上している。

4)溝 跡

SD-1溝 跡 調査区の中央やや西側で検出され、】ヒ側をSX-3に 、南側と途中を撹乱により切られている。検出

部の全長は5,3mを 測る。】ヒ部が西側に湾由しているが、溝の軸方向はN-22° 一Wである。幅は25～ 30clllで深さは

約10clllである。断面形は舟底形を呈する。堆積土は 2層に分けられ、上部が黒褐色の粘土質ンル ト、下部が黄褐色の

0                     10cm

第 7図  SI-1堅 穴住居跡出土遺物
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登銀番号 種別・ 器 種 基本層位 世土遺構・層 取上番号 器高 。長 口径・幅 底径・厚 重 二 持 徴 写真図版

非ロクロ土師器 第 (47) 外面回線ヨコナア、体部ヘラミガキ、内面ベラミガキ

非ロタロ土師器 芥 1層 (56)

非ロクロ土師器 霊 SI-1 床面 体部外面ナデ、内面ヘラナデ

層  醜 土   色 土  質 そ  の  他 層 r■ 土  質 そ   の   他

10Y R3/2黒  褐 色 酸4膝を合む 25Y4れ 芸 医 色 粘土 黒褐色土をブロック状に含む

10Y R5/6黄  褐 色 黒褐色土をアロッタ状に合む 10マ R4/1褐  灰 色 粘土質ンル 黒褐色土・ 酸化鉄を少量含む

!OYR4/1褐  灰 色 明褐色■を少ニブロック状に合む炭化物粒を合む 10YR1 7′ 1黒    色 粘土 黒褐ヨ上をフロック状に多とに合む

10Y R4/1褐  灰 色 黄褐色上を縞状に合む 25Y7/3 浅 黄 ζ 黄灰色上をブッ宦ク状に合む

10Y R4/1褐  灰 色 粘土 _ 淡芸こ土をブロッタ状に含む 10YR3/3暗  褐 色 黒褐色土・灰白色土をアッロク状に含む

粘土質ツル 炭化物粒を少二合む 10YR3ノ 4暗  褐 粘土質ンル 黒色土・ 褐灰色上をブロック状に合も

5Y2/1 黒    色 粘土 淡黄色上 。酸化鉄を少云合む

10YR2/2褐    色 にどい黄欄色土と黄獲色土を驚降状に含む

第 8図 土坑 。溝跡 。その他の遺溝



I 高屋敷遺跡 (2次)調査報告書

ンル トである。遺物は 1層中から土師器片 7点と弥生土器片が 1点出土 している。

5)その他の遺構

SX-1遺 構 調査区の北西部で遺構の南東隅が検出された。検出部で、南北6.9m・ 東西3.2mを測る。SX-3遺

構を切っている。東辺の軸方向はN-4° 一Wである。検出面からの深さは、北部と南部が約20clll、 中央部が35clllで

ある。壁面の立ち上がりは緩やかである。堆積土は 2層に分けられ、上部が灰責褐色粘土を霜降状に含んだ黒褐色粘

土層、下部がⅢ層起源のにがい責橙色ンルトのブロックを含む灰黄褐色粘土層である。 1層の土壌は、水田の耕作土

に類似した特徴が認められる。また、 2層 も水田の起耕に起因する土層と考えられるので、この遺構については、水

田跡の可能性が強いものと判断される。出土遺物はない。

SX-2遺 構 調査区の南西部で検出された。遺構の南部は撹乱坑に切られ、西部から北部は調査区の外にのびてい

る。全体の形状は不明で、東側の一部が検出された。検出された東側の壁面は凹凸が著しい。底面も凹凸が著しいが、

全体として断面形は舟底形に湾曲している。深さは18clllほ どで、堆積土は 4層に分けられる。遺物は土師器の破片が11

点出土している。

SX-3遺 構 】ヒ東から南西方向にのびる遺構

で、西部はSX-1遺 構に切られ、北部は調査区

の外にのびる。検出部の北西半分は幅 120clll・ 深

さ約10clllの 溝状を塁するが、南東半分は北側に広

がって幅200cIIlと な り、その境目から南西側が約

15clll低 くなり、段差ができている。堆積土は 2層

に分けられ、 1層は黒褐色土と灰白色上のブロッ

クを含む暗褐色のシル ト層、 2層は黒色土と褐灰

色土のブロックを含む暗褐色の粘土質ンル ト層で

ある。遺物は土師器片が 1層中からHl点と 2層

中から15点出土している。

以上の遺構の他に調査区の北西部を中心にピッ

トが 6個検出されている。 P2・ 4には柱痕跡も

あるが、建物となるかどうかは不明である。

6 第 2次調査東区発見遺構と出土遺物
東区は、住宅建築や植栽による撹乱を受けてい

たが、掘込みの深かった遺構が幾つか検出された。

検出遺構には掘立柱建物跡 1棟・溝跡 1条・ ピッ

ト10個がある。

1)掘立柱建物跡

SB-1掘 立柱建物跡 検出部は、Pl・ 3・ 7

・ 9・ 12・ 13・ 17・ 18の 8個のピットで構成され

る。SD-1と 直接の切 り合いはないが、重複関

係にある。南北 4間以上、西側検出部総長726cm

(柱間寸法162～ 197伽・平均 182clll)、 東西 2間、

北側総長402clll(柱間寸法195～ 207clll。 平均201cm)

X=-195265

X=-195270

Y=9 545

|

第 9図 東区遺構配置図



の南北棟建物で、南北柱列の方向は西側柱列でN-18°

一Wである。柱穴は直径35clll前後の円形ないし1辺35

cm前後の隅丸方形である。柱痕跡は明らかでない。柱

穴の深さは検出面から40～ 50clllであるが、調査区東壁

断面におけるP3の掘方の観察によれば、掘 り込み面

からの深さは約70clllあ る。遺物は、P3か ら土師器片

が 1点出土しているが、遺構との関係は不粥である。

2)滞 跡

SD-1溝 跡 調査区の南部を東西に横断する。西側

は浅くなって立ち上がり、東側は調査区の外にのびる。

溝の掘 り込みは 2段になっており、】ヒ側が 1段低い。

幅は断面実測位置で65clll、 深さは】ヒ側で14clllで ある。

堆積土は、基盤層 (Ⅲ層)が起源と観察されるにがい

黄橙色土を多量に含む黒褐色シルト1層である。遺物

は、土師器の甕または壷の体部片が 9点出土している。

A       A′
500m引       ト

ー

層 Na 土  質 そ   の  他

IOYR3/1黒  褐 色 にすい黄悩色上を含む、酸化鉄を含む

I 高屋敷遺跡 (2次 )調査報告書

層 � 土    色 上  質

10Y R3/3暗  褐 色 組耕作上

IOYR272黒  褐 ζ 粘土質ツル
:OY R4/1穏    色 猫土質ツル 色穴埋■ 1 明黄裾色上を理伏に合む
10YR3/1黒  欄 色 粘土質ツル 2 灰白色土をブロック状に合む

10YR1 7′ 1黒    色 箔■ 9 酸化鉄を合む

卜　∞〇
氏ぽ

第11図 西区SD-1断 面図

第10図  SB-1掘 立柱建物跡実測図

7 調査成果のまとめ

① 今回の調査では、竪穴住居跡 1棟・掘立柱建物跡 1棟・土坑2基・溝跡 2条・ ピット16個 。その他の遺構 3基の

遺構が発見された。

② 西区の調査から、 1次調査区の西側の畑地は、耕作による削平が浅く、比較的遺構の保存状況が良好なことが明

らかになった。

③ 試掘調査第 2ト レンチおよび東区の調査から、 1次調査区の東側の旧宅地は、基礎掘削や樹木の植栽による撹乱

を受け、遺物包合層や掘り込みの浅い遺構は既に削平されていることが明らかになった。ただし、掘立柱建物跡等

掘り込みの深い遺構は残存している可能性があることが明らかになった。

④ SI-1竪 穴住居跡は、出土土師器が南小泉式の特徴を有することから、古墳時代中期に位置付けられる。

⑤ 竪穴住居跡以外の遺構については、古墳時代の土師器等を出土しているが、所属時期は明らかでない。
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I 高屋敷遺跡 (2次)調査報告書

1 試掘調査第 1ト レンチ

2 試掘調査第 2ト レンチ

3 西区全景

図版 1 試掘調査第 1・ 2ト レンチ、西区全景



I 高屋敷遺跡 (2次)調査報告書

1 東区全景 (ビンがSB-1)

2 SI-1堅 穴住居跡

3 SI-1出 土土器

図版 2 東区全景 。SI-1堅 穴住居跡



I 高屋敷遺跡 (2次 )調査報告書

1 西区SK-1土 坑断面

3 西区SK-2土 坑全景

2 西区SK-1土 坑全景

8 西区SX-2遺 構断面

図版 3 西区土坑・溝跡 。その他の遺構

4 西区SD― 可溝跡

5 西区SD-1溝 跡断面 6 西区SX-1遺 構全景

7 西区SX-2遺 構全景



I 高屋敷遺跡 (2次 )調査報告書

1 西区SX-3遺 構全景

3 西区SB-1掘 立柱建物跡

2 西区SX-3遺 構断面

5 西区SD-1溝 跡全景

図版 4 西区その他の遺構 。東区掘立柱建物跡・溝跡

4 西区SB-1柱 穴噺面 (P3)



Ⅱ 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

Ⅱ 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     中在家南遺跡 (宮城県遺跡番号 01427)

調査地点    仙台市若林区荒井字札屋敷57番地

調査原因    仙台市荒井土地区画整理事業に伴う住宅建築
調査対象面積  275Υ

調査面積    170Υ

調査期間    平成 8年 6月 3日 ～ 6月 20日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    工藤哲司  竹田幸司

調査参加者   相沢 守・伊勢みつ。岡 まり子・菅家婦美子・小池房子・高橋ヨン子・牧 かね子 。山並甥
夫・渡辺純子

2 遺跡の位置と環境
中在家南遺跡は、 JR仙台駅の東南東約 5 kmの、仙台市東部に広がる「官城野海岸平野」と呼ばれる沖積地の中央
に位置する。荒井の集落が形成されている自然晃防群の西南部にあた り、遺跡の西側には仙台東郊条里跡に登録され

ている低地が、また南側にも広大な後背湿地が広がっている。遺跡は、長さ350m。 幅20～40mで東西方向にのびる

自然堤防と、その南側に沿う旧河道に渡って存在する。自然堤防は標高5.5mか ら5.3mで、主に畑地となっている。

ψl ψVi

三中!B
o                                            300rn

第12図 調査地点と周辺の地形



Ⅱ 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

旧河道は自然堤防面から50clll程低 く、本田として利用されていた。

遺跡の北東200mの地点には、古墳時代前期から中期の遺物包含層や今年の調査で古墳時代中期の竪穴住居跡など

が発見された高屋敷遺跡があ り、】ヒ西500mには弥生時代中期から中世までの木製品を出土し、中在家南遺跡の旧河

道が続くと考えられる押日遺跡がある。

中在家南遺跡は、1988・ 1989。 1992・ 1993年に区画整理衡路建設に際して I区からX区までの調査が実施されてい

る。その結果自然堤防上では、古墳時代前期の方形周溝墓が、遺跡西端部のⅦ区で 2基と中央部のV区で 1基の合計

3基発見されている。また、遺跡東端部では方生時代中期の土羨墓 5基と土器棺墓 2基などの遺構が発見されている。

旧河道は、幅25m前後・ 深さ2.5mほ どで、16層に大別された堆積土層からは弥生時代前期から近世までの遺物が出

X=-195495

Y三=9 070
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第13図 遺構配置図
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工 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

A
540m引

B
540m引

m

層 � 土   色 土  質 そ   の   他 層 Nd 上   色 土   質

IOY烹 2/2黒  褐 10YR2/2黒  褐 色 粘土質シルト にどい黄後色ンルト質粘土を斑状に含む

iOYR3/2黒  褐 色 酸化鉄を多く合と iOYR3/1黒  褐 粘■質ツル 灰黄褐色粘■質シルトを小ブロック状に合も

10YR2/2黒  褐 色 粘_‐eツルト 土器片・酸化鉄・炭化物を少量含む 10Y R6/3に がい黄燈色 Vl質 ンルト 黒褐色猫上賓ンルトをノロック状に合む

10Y R2/2黒  縄  色 雅土質ンル にどい黄褐色砂質ンルトをブロック状に含む 10Y R6/3に がい黄笹色 ツルト質粘土 下部ににどい黄笹色砂質ンル トを合む

土している。特に弥生時代中期から古墳時代中期

の地層からは、木製品をはじめとする多くの遺物

が出土している。

今回の調査地点の南側 と東側の区画整理街路

は、 1次調査ではⅦ区として調査され、弥生時代

の遺物包合層や古墳時代前期の小溝状遺構と 2基

の方形周溝墓などが検出されている。またⅦ区の

南側の旧河道では、主に弥生時代中期の土器・石

器 。木製品 。骨角器・ 自然遺物、および古墳時代

前期の木製品などの遺物が多量に出土している。

3 調査方法
今回の調査は、区画整理事業に関連して、遺跡

範囲外に土地を所有していた地権者が遺跡内に換

地を受け、かつ、一般の個人専用住宅における基

礎工法では、表土の薄い当該地の地下遺構に影響

を及ぼすと判断されたために市関連事業として調

査を実施した。

調査区は、敷地の境界から約 lm内側に設定し、

耕作土を重機で排除した後、人力により遺構の検

出を行った。調査地点は、 1次調査のⅦB区の北

側に接しており、中在家南遺跡 2号方形周溝墓の

北西部が検出されることが期待された。Ⅶ区の調

査では、耕作土の下層に弥生時代に形成された遺

物包含層 (I層 )が存在したが、今回の調査区に

第14図  SD-1(2号 方形周溝墓)土層断面図

C

560評

第15図 SD-2

E

5.60冨ド    sD-4

σ
ト

(4号方形周溝墓)土層断面図

SD-3

0            1m

層 No 土   ヨ 土  質 そ   の   他
10YR3/2黒  褐 色 ンルト質粕土 酸化鉄を盛状に含む

10YR3/1黒  褐 色 によい賣獲色箔土を斑状に合と

10YRS/2灰  黄 色 粘上 にすい黄獲色消土及び黒褐色粘土を霜降状に合む

層  h 土    色 土  質 そ   の   他

10YR4/2医 黄 褐 色 ルト質箔土 【がい芸獲色粘土を霜降状に含む

10YR2/2黒  褐 色 粘土

10YR4/2灰 黄 褐 色 粘 土 にどい黄獲tth土のノロックを合と

10YR4/2医 黄 褐 色 ルト質粘土 にすい黄燈色粘上のブ滓ックを下部はど多く含む

第16図 SD-304土 層断面図



Ⅱ 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

はのびていないことが確認されたので、遺構の確認は 1次調査のⅢ層面と同一面で行った。また、Ⅲ層上面より下層

では遺構は検出されていないので、下層の調査は、調査区の北東角と南東角を一部深 く掘って土層の観察のみを行っ

た。

検出遺構については、発見順に遺構の種別ごとに 1から順に番号を付したが、方形周溝墓の周溝と判明した遺構に

ついては、遺構名称の混乱を避けるために、前回の調査の際に付番されているものはその遺構番号を踏襲し、新たに

発見されたものには次の遺構番号を付した。

4 基本層位
中在家南遺跡Ⅶ区の基本層位は、先にかれたように、 I層が暗褐色の粘土質シル トからなる現耕作土層。工層が黒

色ないし黒褐色の粘土質ツル トないしシル ト質粘土層からなる方生時代中期に形成された遺物包含層、Ⅲ層がにがい

黄橙色粘土質ンルト層の基盤層となっている。今回の調査区は、耕作深度が約20仰で、それほど深くないにもかかわ

らずⅡ層は分布しておらず、耕作土の下面がⅢ層となる。Ⅲ層も細分され、調査区北東部では上部から順に、層厚20

～25clllの にぶい黄橙色ツルト質粘土層、層厚 5～ 10clllの にがい黄褐色砂層、層厚40clll以上で細分も可能な褐色砂層の

順に堆積し、現表土上面から約90clllで湧水面に達する。

5 発見遺構と出土遺物
発見遺構には、溝跡 4条・ ピット10個がある。このうち、SD-1濤跡は 1次調査ⅦA区検出の 2号方形周溝墓の

延長である。また、SD-2濤 跡は、形状と出土遺物により方形周溝墓の周溝と考えられることから、 4号方形周溝

墓とした。

1)方形周清墓

2号方形周溝墓 (SD-1溝跡) 調査区の東半部で周溝の西のコーナー部分が検出された。検出部の北側は、北東

から南西方向にのび、調査区中央付近で南東方向にほぼ直角に折れ曲がる。周溝の幅は、断面実測地点のA― A′ 地

点で355clll、 B~B′ 地点で426clllを測るが、コーナー部は外辺が内側に入って狭くなり、幅133clllと なっている。残存

部の深さは、A地点で38clll、 B地点で28clllあ る。コーナー部は浅くなっており、深さは15clllで ある。周滞の断面形は

概ね舟底形を呈するが、底面には凹凸がある。

1次調査で検出されている部分と合わせた周溝の規模は、北西から南東方向では周溝の内側で9.5m、 外側は現状

で約15mあ るが、実際には16m以上あったと推定される。北東から南西方向は、周溝の外側で13m以上ある。

堆積土は、A地点とB地点で共通性があり、大別 5層・細別 8層に分けられる。上部 (1～ 4層)は弥生時代の遺

物包合層が起源となっていると考えられる黒褐色のシルトないし粘土質ンル ト層で、下部 (5層)は、基盤層の崩落

土を主とするにがい黄橙色の砂質シル トないしシルト質粘土層からなる。 1～ 4層中からは、弥生時代遺物が多量に

出土している。

壁面は、外側のラインは出入りがあって一定していないが、内側の壁面ラインは比較的綺麗に整えられ、直線的に

なっている。壁面の方向は、ⅦB区の調査部と合成した内側の南西辺でN-37°一Wである。

出土遺物は、土師器と確認できるのは、壺または甕の体部と考えられる薄手の破片がH点あるだけで、大量に出土

した遺物のほとんどを弥生土器と石器が占める。 1次調査区における周溝内からは、古墳時代前期に位置付けられる

土師器の壷が出土している。弥生土器は、第17図 2～ 5・ 9～ 12に示したように、Ⅶ区工層の遺物包含層出土弥生土

器と同じく、細い沈線により連続山形文や方形区画文を描き、区画内を磨消縄文ないし充填縄文手法により調整して

おり、中期の桝形囲式期に位置付けられる。

石器には、板状石器 5点 (第 18・ 19図 )、 ノミ形石斧 1点 (第20図 1)、 蛤刃石斧片 1点 (第20図 2)、 扁平片刃石
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斧片 1点 (第20図 3)、 石庖丁 1点 (第20図 4)、 石鏃 2点 (第20図 5。 8)、 石錐 4点 (第21図 1～ 3・ 5)、 不定型

石器 (ス クレイパー)5点 (第21図 6～ 8。 第22図 1・ 3)、 石皿の破片を転用した凹石 1点 (第22図 6)、 磨石 1点

(第22図 5)、 快 り加工のある石製品 1点 (第22図 4)な どがある。

4号方形周溝墓 (SD-2溝 跡) 調査区の北西部で周溝の南東のコーナー部分が検出された。周溝は検出部から北

側と西側にのびる。周溝の幅は、断面実測地点のC― C′ 地点で192clll、 D― D′ 地点で223clllを測るが、コーナー部は

2号方形周溝墓と同じように外辺が内側に入って狭 くなり、幅135clllと なっている。残存部の深さは、 C地点で24clll、

D地点で13clllあ る。周溝の断面形は概ね舟底形を呈するが、底面には凹凸がある。

検出部の周溝の規模は、南北方向が周溝の内側で 6m以上、外側で 8m以上である。東西方向は、周溝の外側で3.5
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第18図 出土石器 1
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第20図 出土石器 3
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第21図 出土石器 4
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第22図 出土石器 5
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m以上である。

堆積土は、大別 2層・細別 3層に分けられる。上部 (1層 )は黒褐色のンル ト質粘土層で、下部 (2層 )は、基盤

層を起源とするにぶい黄橙色粘土を合む黒褐色ないし灰黄色の粘土層からなる。

壁面は、外側のラインは出入りがあって一定していないが、内側の東側壁面のラインは比較的整い、直線的になっ

ている。東壁面内側の方向は、N-5°―Wである。

遺物には、周溝の底面付近から一括して出土した土師器の壷の破片がある (第17図 1)。 日頚部と体部下半を欠損

する。大きさの割には薄い造 りで、調整は外面がハケメ調整の後丁寧にヘラミガキ調整がされている。内面は摩減し

ている。土師器以外には、第17図 6～ 8・ 13の ような桝形囲式期の弥生土器片が多量に出土したほか、板状石器 1点

(第 18図 2)、 石鏃 1点 (第20図 7)な どが出土している。板状石器の刃部には肉眼でも明瞭な光沢が観察できる。

2)溝 助

SD-3溝 跡 調査区北半部で、 2号方形周溝墓の北西辺と平行するように、北東から南西方向に斜めにのびて検出

された。南西端は 4号方形周溝墓に切られている。軸方向はN-46°一Eである。幅はHO伽前後で、深さは1 4clll程

である。断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は 3層に分けられ、黒褐色粘土を挟むように灰責褐色シルト質粘土層

と灰黄褐色粘土層が堆積している。底面は平坦で、底面の北東部と南西部にもレベル差は認められれない。遺物は、

桝形囲式期と考えられる多数の弥生土器片のほか、石鏃 (第20図 6)な どが出土している。

SD卜 4溝跡 調査区北半部で、SD-3溝 跡の北西側に接近して検出された。耳ヒ東から南西方向と北西から南東に

のびる溝が直角に接続している。】ヒ東から南西方向にのびる部分は、 2号方形周溝墓およびSD-3溝 跡と平行して

いる。溝の幅は実測地点で62clll、 南西辺で103clll、 深さは10伽前後である。断面形は舟底形で、底面に凹凸がある。

堆積土は、にがい黄橙色粘上のブロックを含む灰貢褐色シルト質粘土層である。 SD-4溝 跡は、溝の方向の類似性
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や、周溝を掘る際にコーナー部分の外辺が内側に入って狭 くなる点と外側の壁面ラインが不整形なのに対して内側の

壁面ラインは直線的に整えている点などにも、 2号方形周溝墓や 4号方形周溝墓と類似性が認められることから、方

形周溝墓の周溝の可能性があると考えられる。溝の南東辺の内側の軸方向はN-55° 一Eである。

この溝が方形周溝墓である場合の規模は、周溝の外側は北東から南西方向で 5m以上、】ヒ西から南東方向で 3m以

上である。

遺物は、桝形囲式期と考えられる多数の弥生土器片のほか、不定型石器 1点 (第22図 2)な どが出土している。

3)ピ ッ ト

ピットは10個検出されたが、柱痕跡を確認できたものはない。P8の上面から大型の板状石器が出土している (第 18

図 1)。

6 調査成果のまとめと考察
1)発見遺構の総括

① 今回の調査では、 1次調査の 2号方形周溝墓のゴヒ西部と、新たに 1基の方形周溝墓 (4号)を発見した。

② SD-4溝 跡についても、掘方◇形態や方向の類似性から、方形周溝墓の可能性が考えられる。時期を決められ

る遺物はないが、他の方形周溝墓と同様に古墳時代前期と推定される。

③ 各遺構の時期については、 2号方形周溝墓 。SD-3・ SD-4は 、類似した方向性を示し、相互に意識された

可能性があるので、比較的接近した時期の可能性が高い。これに対し、 4号方形周溝墓は、SD-3を 切っている
ことと、他の遺構と方向を異にすることから、やや後続する時期の可能性が考えられる。

①  l次調査Ⅶ区の北部から本調査区には、遺物包含層が分布していないが、今回調査した各遺構から秀生時代の遺

物が多量に出上したことと、方形周溝墓が人為的あるいは自然的営力によっれ削平されていることを考慮すると、

方形周溝墓造営当時においては、この地区にも弥生時代の遺物包含層が分布していたものと考えられる。

第 1表 方形周溝墓の軸方向

遺 構 名 調査・地区 方 向 計測辺

1 1号方形周溝墓 1次・ Ⅶ区 N-44° 一W 南西辺

2号方形周溝墓 1・ 2次 N-37° 一W 南西辺

3号方形周溝墓 1次・ V区 N-65° 一E 南東辺

4号方形周溝墓 2次 N― ―W 東  辺

5 SD-4溝 跡 2次 N-55° 一E 南東辺

第 2表 中在茨南遺跡の方形周溝墓の規模 (m)

測
位
向

計
部
方

内 側 規 模 外 側 規 模

北東―南西 北西―南東 北東―南西 北西―南東

1号

2号

3号
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2)中在家南遺跡の方形周溝墓について

① 中在家南遺跡における古墳時代前期の方形周溝墓は、確実なものが 4基あり、SD-4溝跡を含めると5基を数

える。

② 中在家南遺跡の方形周溝墓は、 4号方形周溝墓から1次調査V区の 3号方形周溝墓までの約110mの区間で検出

されている。 4号方形周滞墓以西のⅦ区や、 3号方形周溝墓以東の I区では発見されていないので、ほばこの間が

分布範囲と考えられる。また、この間の自然堤防上には未発見の方形周溝墓がまだ多数存在するものと推定される。

③ 中在家南遺跡で検出された方形周溝墓には、

イ、周溝の壁面のラインは、内側が直線的に整っているのに対し、外側はラインの出入りが著しい。

口、周溝のコーナー部分は、外辺が内側に入って狭くなっている。また、同時に浅くなっているもの (3号・ 2号 )

もある。

ハ、周溝の軸方向は、第 1表のとおり真北を基準として37°～65°傾いているのが一般的 (1号・ 2号 。3号・ S

D-4)で 、 1基 (4号)だけが真北に近い角度の軸方向となっている。

という特徴が認められる。

④ 方形周溝墓の規模は、大きさが計測できる部分で、周溝の内側で7.lm～ 9。 lm、 外側で11.4m～ 15m程度である。

参考文献
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， ■
議
五一一一一一ャ一

FilliⅢⅢI∵lr
3 2号方形周溝墓周溝断面

2 2号方形周溝墓全景

図版 5 調査区全景 。2号方形周溝墓
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1 4号方形周溝墓 。SD-3溝 跡全景

2 4号方形周溝墓周溝断面 (C― C′ )

5 2次調査区土層断面 (東壁北端 )

図版 6 4号方形周溝墓、SD-3・ 4、 土層断面

3 4号方形周溝墓土師器出土状況

4 SD-4溝 跡全景



1非ロクロ土師器芝 C-1(SD-2第 17図 1)

4弥生土器 鉢 B-4(SD-1第 17図 4)

7弥生土器 鉢 B-10(SD-2第 17図 7)
10弥生土器 甕 B-7(SD-1第 17図 10)

13弥生土器 甕 B-12(SD-2第 17図 13)

2弥生土器 鉢 B-1(SD-1
5弥生土器 鉢 B-3(SD-1
8弥生土器 甕 B-11(SD-2
11弥生土器 蓋 B-2(SD-1
14板状石器  K-1(Pit 8

第17図 2)

第17図 5)

第17図 8)

第17図 11)

第18図 1)

Ⅱ 中在家南遺跡 (2次 )調査報告書

14b

3弥生土器 鉢 B-4(SD-1第 17図 3)

6弥生土器 鉢 B-9(SD-2第 17図 6)

9弥生土器 甕 B-8(SD-1第 17図 9)

12弥生土器 蓋 B-6(SD-1第 17図 12)

図版 7 出土遺物 1



I 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

1板状石器 K-2(SD-2
3板状石器 K-4(I  層
5板状石器 K-8(SD-1
7板状石器 K-6(SD-1

6a    6b

2板状石器 K-3(SD-1第 18図 3

4板状石器 K-7(SD-1第 19図 4

6板状石器 K-5(SD-1第 19図 2

』

７ｂ

第18図 2)

第19図 1)

第19図 5)

第19図 3)

図版 8 出土遺物 2



I 中在家南遺跡 (2次)調査報告書

5b

５ａ

一Ｌ

‐５ ａ

に

‐５ ｂ

3扁平片刃石斧 K― H(SD-1第 20図 H)
6石    錐 K-20(I  層 第21図 4)
9石    鏃 K-14(SD-3第 20図 6)
12不 定形石器 K-17(SD-1第 21図 6)
15不 明石製 品 K-30(SD-1第 22図 4)

1ノ ミ形 石斧 K-9(SD-1第 20図 1)

4石    錐 K-21(SD-1第 21図 1)
7石  庖  丁 K-12(SD一 と 第20図 4)
10石    鏃 K-15(SD-2第 20図 7)
13石    錐 K-18(SD一 l第 21図 2)

K-10(SD-1第 20図 2)
K-19(SD-1第 21図 5)
K-13(SD-1第 20図 5)
K-16(SD-1第 20図 8)
K-29(SD-1第 22図 5)

斧

錐

鏃

鏃

石

石2蛤 刃

5石

8石

11石

14磨

図版 9 出土遺物 3



Ⅱ 中在家南遺跡 (2次 )調査報告書

一甍

2不定形石器 K-23(SD-1第 21図 7)
4不定形石器 K-25(SD-4第 22図 2)
6不定形石器 K-27(SD-1第 22図 3)

図版10 出土遺物 4

1石   錐 K-20(I  層 第21図 4)
3不定形石器 K-24(SD-1第 21図 8)
5不定形石器 K-26(SD-1第 22図 1)
7凹   石 K-28(SD-1 第22図 6)
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Ⅲ 安養寺配水場前窯跡調査報告書

1 調査要項

遺跡名     安養寺配水場前窯跡 (官城県遺跡番号 01135)

調査地点    仙台市官城野区安養寺三丁目地内

調査原因    都市計画衝路建設

調査対象面積  3,700ぜ

調査面積    約100Υ

調査期間    平成 8年 8月 26日 ～ 8月 29日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦

調査参加者   只野宗―・鈴木邦彦・土井 清

調査協力    官城県

2 遺跡の位置と環境
安養寺配水場前窯跡はJR仙台駅の北東約3.5血の仙台市官城野区安養寺三丁目地内に位置し、仙台市街地の北部

を東西に延びる台原 。小田原丘陵の標高46～68mの南東斜面に立地している。この地域は枡江から仙台三高へ向かっ

て丘陵を登った頂部にあたり、東側には安養寺配水所があり、その北東側に遺跡は位置している。すでに丘陵頂部は、

宅地造成や道路建設のため削平さており、道路東側の崖面に窯跡の断面が発見されていたが、近年の道路改良に伴い

第24図 調査地点と周辺の地形
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窯体の大部分は破壊されている。

安養寺配水場前窯跡は、仙台市街地の北部 。青棄区堤町から官城野区東仙台にかけて分布している台原・ 小田原窯

跡群の一つであり、この窯跡を中心として半径約500mの範囲には、多くの窯跡や遺跡が発見されている。南西から

南側には、与兵衛沼窯跡・枡江遺跡・ 神明社窯跡・神明社裏遺跡などがあり、北側から東側には、安養寺中囲瓦窯跡

・ 安養寺下瓦窯跡・安養寺囲瓦窯跡などがある。

3 調査方法と基本層位
都市計画衡路「川内南小泉線」建設・市道「三校前線」改良工事に伴 う発掘調査であり、平成 7年 9月 に確認調査

を実施した結果、窯跡の灰原と須恵器不・蓋などが出土したことから本調査が必要と判断された。遺物が出上した部

分を中心に調査区を設定し、人力で調査を実施したが、窯体は発見されず灰原の調査となった。

基本層は 3層認められている。 1層は炭化物や灰を混入する暗褐色ツル トで、層中より須恵器の破片が多く出土し

ている。 2層は炭化物を多く混入する暗褐色粘土質ツル トで黄褐色砂質ンル トと混じり合っている。層中より須恵器

。平瓦などが出土している。 3層は黄褐色砂質シル ト・粗砂である。

4 発見遺構と出土遺物
遺物が発見された部分に調査区を設定して調査を実施したが、発見された遺構は灰原 1カ 所のみで、それより上部

の窯体は宅地造成及び市道建設に伴って削平されているため検出されなかった。灰原は南東に向いた約30°の急斜面

で検出され、その範囲は長さ15m、 幅12mと 考えられる。

灰原より出土した遺物は、須恵器と平瓦、英斗瓦で、須恵器は不 。高台付外・蓋が比較的多く出土し、壷、鉢、甕

は少量の破片が出土している。須恵器片は平箱 3箱、瓦片は平箱 1箱の出土量であり、瓦の方が斜面の上方から出土

する傾向にあった。

須恵器

出土した須恵器には芥 。高台付不・蓋・鉢・ 甕がある。

不 :最も多く出上している。H点を図示した。器形や底部の切 り離し技法により次のように分類される。

I類 :底部は平底で、体部から口縁部にかけてやや外反しながら立ち上がるもので、底部の切 り離し技法 。再調整に

より2種類に細分される。

図観測表

登録番号 種別・ 器種 出土地区 整木層位 H上遺繕・層 取二番号 器高 。長 口径・ 幅 底径・ 厚 重  量 徴 写真図版

須恵器 杯 底部静止糸切 ,無調整

須恵器 杯 底部静止糸切り後辛持ベラケズリ

須恵器 杯 底部静止ネ切 ,後手持ヘラケズリ

須意器 杯 底部静止糸切 ,後手持ヘラケズリ

須恵器 杯 底部静止糸口 ,後手持´

須忘器 杯 底部警止糸切 ,後手持ヘラケズリ

底部静止糸切,後回転ヘラケズジ

須忘器 杯 切り離し技法不明後回転ヘラ

須意器 杯

切,離 し技法不明後回転ヘラ

須意器 高台付杯 (26) 底部静止糸切り後回転ヘラタズリ

須恵器 高合付杯

須恵器 高台付杯 切り雛し技法不明後回転ヘラケズ

須恵器 高台付杯 (23) 切り離し技法不明後回転ヘ

須恵器 高台
'杯

須恵器 高台付杯 底部書止糸切 ,後回転ヘラケパリ
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ダ鱗強Iヽ
8

0                      10cm

第25図 出土遺物 1



皿 安養寺配水場前窯跡調査報告書

6

彰

0                     10clll

第26図 出土遺物 2

1a類 :底部の切 り離し技法は静止糸切 りで無調整のもの (第25図 1)

Ib類 :底部の切 り離し技法は不粥で、体部下半から底部に回転ヘラケズリされるもの (第25図 8)

Ⅲ類 :底部は平底で、体部が直線上に外傾 して口縁部が僅かに外反するもので、底部の切 り離し技法 。再調整により

3種類に細分される。

登録番号 種別・ 器種 ‖土地区 基本層位 出土遺構・ 層 取上番号 器高 。長 口径・ 幅 底径。厚 重 量 写真図版

須恵器 蓋 小型

須恵器 蓋 宝珠つまみ   小型

須落器 蓋 宝珠つまみ   小型

宝珠つまネ   小型

察意器 養 大型

須恵器 蓋 19) (195) 大型

察恵器 鉢 口唇部平埋

須恵器 甕 外面平行′タキ 内面アテ具に弧状文様

察忘器 露 外面平打夕タキ、内面アテ具【弧状文様

須恵器 甕 外面平行タタキ、内面アテ具【弧状文様

須意器 甕 外面平行タタキ、内面アテ兵【弧状文様
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工a類 :底部の切 り離 し技法は静止糸切 りで、体部下端から底部周縁に手持ちヘラケズリされるもの (第25図 4～

6)

Ⅱb類 :底部の切 り離 し技法は静止糸切 りで、体郡下端から底部周縁に回転ヘラケズリされるもの (第25図 7)

Ic類 :底部の切 り離し技法は不明で、体部下端から底部に回転ヘラケズリされるもの (第25図 9)

Ⅲ類 :底部は平底で、体部から口縁部にかけて内湾しながら立ち上がるもので、底部の切 り離 し技法・ 再調整により

2種類に細分される。

Ⅲ a類 :底部の切 り離し技汝は静止糸切 りで、体部下端から底部周縁に手持ちヘラケズリされるもの (第25図 3)

Ⅲ b類 :底部の切 り離し技法は静止糸切 りで、体郡下端から底部周縁に回転ヘラケズリされるもの (第25図 10)

芥の底部資料は図示したものも合め57点が出土 し、再調整のため底部の切 り離し技法が不明なもの23点を除いた34

，
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登録番号 種別・ 器種 出土地区 基本層位 出土遺構・層 取上番号 器高・ 長 口径・幅 底径・厚 質  量 帝 徴 写真図勝

蔦類 平瓦 凸面縄′夕■、凹面布目後ナ

え類 平瓦 (139) (155) 凸面縄タケキ、凹面布目後ナア

瓦類 平瓦 凸面縄タケキ、凹面布目後ナア

瓦頬 平瓦 (1:2) 凸面縄タタ■、図面布目後,デ

瓦類 笑斗瓦 (77) (120) 凸面縄タタキ、凹面布目

第27図 出土遺物 3
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点が静止糸切 りである。その内訳は静止糸切 り無調整が 1点、静止糸切 り後手持ちヘラケズリのものが22点、静止糸

切 り後回転ヘラケズリのものが 11′くある。

高台付不 :5点が図示されている。底部は平底で、体部から口縁部にかけて内湾しながら立ち上がるもので、底部

の切 り離し技法 。再調整により細分される。

I類 :底部の切 り離し技法は静止糸切 りで、ほぼ全面に回転ヘラケズリされるもの (第 25図 11・ 12)

Ⅱ類 :底部の切 り離 し技法は不粥で、全面に回転ヘラケズリされるもの (第 25図 13～ 15)

高台付不は再調整後、短 くハの字状に開く高台が付く。日径は15.1か ら15.5clllと 大型で器高の浅いものである。

蓋 :6点が図示されている。いずれも天丼部は低く口縁部は短 く下方へ折 り曲げられている。つまみは痛平な宝珠

状のもので、宝珠部分はつぶれている。口径の大小により2種類に分類される。

I類 :口径15.1～ 16 1clllの小型のもの (第26図 1～ 4)

工類 :口径190・ 19.5clllに推定される大型のもの (第26図 5・ 6)

I類は完形に復元されたものが 3点あり、器高23～ 2.5伽 と天丼部が低 く、天丼部から回縁部の広い範囲がかるく

回転ヘラケズリ調整されている。工類は完形のものはなく、口縁部から天丼部にかけての破片である。

壺 :長頚壷口縁部と考えられる破片が 1点あるのみである。

鉢 :口 縁部から体部にかけての破片 1点がある。

甕 :体部の破片が 4点あ り、いずれも外面が平行タタキ、内面に円形のあて道具痕が観測される。

平瓦・ 貫斗瓦

平瓦は比較的多く出上 しているが、すべて小破片であり、完形品はなく拓本資料 4点を図示した (第27図 1～ 4)。

凹面は布日、凸面は縄タタキされているが、 1・ 2は凹面に凸型台にのせた時に付着したと考えられる圧痕が認めら

れる。更斗瓦は破片が 1点出土している (第27図 5)。

5 出土遺物の検討
出土した遺物は須恵器、平瓦・焚斗瓦があるが、須恵器が多く、外・高台付界・蓋がまとまって出土している。芥

は、底部の切 り離し技法が再調整のために不粥なものを除き、すべて静止糸切りされており、ヘラ切 りのものや回転

糸切りのものは含まれていない。これはこの窯跡の須恵器外がすべて静止糸切 りのみで構成されるのか、それとも他

の切 り離し技法が存在しているのか、灰原のみの調整であるため断定されないが、静止糸切りのみで構成されている

可能性が高い。ここでは界を中心として年代について若千の検討をしてみたい。

本窯跡出上の須恵器は静止糸切 りされる芥にその特徴があり、これと類似する遺跡は色床町日の出山窯跡群、松山

町次橋窯跡、利府町硯沢・大沢窯跡などから出上している。このなかで、比較的資料が多く類似資料も多い日の出山

窯跡群C地点のⅢ群土器が上げられる。Ⅲ群土器は底部の切り離しはヘラ切 りから静止糸切り。回転糸切 リヘと、再

調整は回転ヘラケズリから手持ちヘラケズリヘと、主体となる技法が移行・変化するが、短い期間の変遷と考えられ

ており、共伴する瓦の年代より739年前後の年代に位置づけられている。また、次橋窯跡や硯沢・大沢窯跡でも奈良

時代後半の時期に位置づけられている。これらのことから本窯跡出上の須恵器の年代については、日の出山窯跡群 C

地点のⅢ群土器の年代と同じ時期かそれより後続すると考えられ、奈良時代中葉から後半の時期に位置づけておきた

い。

6 調査成果のまとめ
① 安養寺配水場前窯跡は台原。小田原窯群跡の一つで、南東斜面の標高55～ 65mに立地する。須恵器と瓦が出上し

たが、須恵器窯の可能性が高い。
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② 今回の調査で検出された遺構は灰原 1.力所であり、窯体はすでになく削辛されており、窯の構造、規模は不明で

ある。

③ 灰原より出上した須意器は奈良時代申棄から後半の年代に位置づけられる。平瓦・其斗瓦については施設瓦であ
った可能性があるが、須意器とはぼ向―の年代と考えられる。
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1 調査地点現況

2 遺物出土地点 (東より)

3 遺物出土地点 (南西より)

図版11 調査状況
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免

1須恵器 外 E-1(第 25図 2)
5須恵器 ネ E-5(第 25図 7)
9須恵器 ネ E-9(第 26図 5)
1シ穂器高台仕芥 E-16(第25図 16)

2須恵器 芥 E-2(第 25図 3)
6須恵器 ネ E-10(第25図 1)
10須忘器高台付不 E-14(第25図 14)

3須恵器 不 E-3(第 25図 4)
7須意器 外 E-4(第 25図 6)
11須恵器高台付邦 E-12(第25図 12)

4須恵器 外 E-8(第 25図 10)
8須意器 ネ E-6(第 25図 8)
12須恵器高台付不 E-11(第25図 11)

図版12 出土遺物 1(須恵器)
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5 6   
¬

HH日,7

5須恵器蓋 E-21(第 26図 5)

10須恵器甕 E-26(第 26図 11)

15瓦類平瓦 G-4(第 27図 4)

10b

2須恵器 蓋 E-18(第 26図 3) 3須恵器蓋 E-19(第 26図 2) 4須恵器蓋 E-22(第 26図 6)
7須恵器 重 E-23(第 26図 7) 8須恵器 鉢 E-24(第 26図 8) 9須恵器 斐 E-27(第 26図 10)
12須恵器 甕 E-28(第 26図 12) 13瓦 類 平瓦 G-2(第27図 1) 14瓦類平瓦 G-1(第 27図 2)
17瓦類英斗瓦G-5(第 27図 5)

1須恵器蓋 E-17(第 26図 4

6須恵器蓋 E-20(第 26図 1

11須恵器甕 E-25(第 26図 9

16瓦類 平瓦 G-3(第 27図 3

図版13 出土遺物 2(須恵器・瓦)
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Ⅳ 杉土手 (3次)・ 北前遺跡 (5次)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     杉土手・ 北前遺跡 (官扱県遺跡番号 01382・ 01077)

調査地点    仙台市太白区山田北前町1046-12・ 1044-1

調査原因    宅地造成

調査対象面積  270Υ

調査面積    85Υ

調査期間    平成 8年 5月 13日 ～ 5月 24日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦 工藤哲司

調査参加者   伊勢みつ 。大友節子・ 岡 まり子・ 小島登喜子・ 菅家婦美子 。小池房子・ 高橋ヨン子

千田あや子・ 牧 かね子

調査協力    地権者 鈴木文男

2 調査に至る経過
平成 7年 5月 31日付けで、仙台市太白区山田北前町 6-5鈴木文男氏より、仙台市太白区山田北前町1046-12・

1044-1地 内における宅地造成に伴う北前遺跡・杉土手の発掘届が提出された。

北前遺跡は、過去の調査において、旧石器や縄文時代早期末の住居跡・ 中期後葉の住居跡・平安時代の須恵器窯等

が発見されており、さらに開発予定地には、江戸時代に築造された杉土手も良好な状態で残っている。そこで、仙台

市教育委員会では申請者の鈴木氏と協議を行い、すでに削平されている部分を除き、工事に伴い破壊される部分につ

いて事前に発掘調査を実施することとした。

3 遺跡の位置と環境
1)地理的環境

今回の調査を行った遺跡は、仙台市太白区山田北前町地内に所在する。この地点は、仙台市の南西部にあたり、 J

R東北本線長町駅の西方約 5血の沖積平野を望む丘陵上に位置する。

奥羽山系の南大東岳付近に源を発する名取川は、奥羽山脈西麓の丘陵を、北側の青美山丘陵と南側の高館丘陵とに

分けて、「余方」付近から官扱野海岸平野と呼ばれる沖積平野に流れ込む。ここから広がる扇状地性の沖積面は名取

川左岸では「郡山低地」、右岸では「名取低地」と呼ばれている。青棄山丘陵の東裾部には段丘地形が発達しており、

古期から青葉山段丘・台ノ原段丘 。上町段丘 。中町段丘・下町段丘と命名されている。

北前遺跡は、青棄山丘陵の東南部に続く標高60～70mの段丘に立地する。段丘の東南には扇状地性の沖積地が広が

り、段丘面と沖積面との比高差は20m前後である。北前遺跡の立地する段丘については、現在上町段丘に比定されて

いる。段丘面は北から南に向かって緩やかに下がって傾斜し、国道286号線を挟んで南に位置する山田上ノ台遺跡に

続いている。遺跡の北東部は沢によって丘陵部と分断される。

2)歴史的環境

調査地点は名取川が仙台平野に流入する地点の高台に当たり、自然環境に恵まれて多数の遺跡が存在する。遺跡の
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南側に接続する山田上ノ台遺跡では約 3万年前に降下したとされる「川崎スコリア層」よりも下の地層から石器が発

見され、日本に前期旧石器が存在したことを証明した遺跡として有名である。また同遺跡からは後期旧石器時代の石

器や縄文時代中期の集落も発見されている。北前遺跡の東方約 l kmの上野遺跡からも縄文時代中期の住居跡や土坑が

多数発見されている。

弥生時代の遺跡としては名取川北岸の船渡前遺跡で前期から中期の土器や石器が多量に出土 し、仙台平野でも最古

の遺跡として知られている。遺跡の東方約 3 kmの富沢遺跡では弥生時代中期頃から水田が営まれている。古墳時代は、

山田地区では遺跡の実態は不明であるが、宮沢遺跡周辺に集落や古墳が多数認められる。平安時代になると摩たたび

山田上ノ台遺跡・ 船渡前遺跡・御堂平遺跡などで集落跡が発見されている。御堂平遺跡では仏堂の可能性のある礎石

建物も発見されている。

以上のように山田地区は前期旧石器時代以来、現在に至るまで連綿として生活が営まれた地域に位置している。

畑

Ⅷ
置

lar

多
!(Cヨに,

翻

a

番号 遺 跡 名 立  地 時 代 番号 遺 跡 名 立  地 時 代

I 一副 段    丘
旧石器 (前期・ 後期)・ 縄文 (早期 。前期 。

中期)。 平安・ 江戸

御  堂  平 丘陵斜面・段丘 縄文 (中期)・ 平安 。中世
竹 の 内 前 段    丘 奈良～平安

2 鹿落土手 (杉土手) 丘 陵 。段 丘 江戸 清 田 原 東 段    丘 縄文 。平安

3 山 日 上 ノ 台 段    丘
旧石器 (前期・後期)・ 縄文 (早期。前期・

中期・後期)・ 奈良。平安。近世

17 紙  流  山 段    丘 縄文

町 段    丘 縄文 。古墳・ 平安

4 羽  黒  堂 段    丘 縄文 。奈良～平安 山田条里遺構 段    丘 奈良 ?

5 羽 黒 堂 A 段    丘 縄支 。古塔・ 平安 後 田 段    丘 奈良～平安

6 羽 黒 堂 B 段    丘 縄文 。古墳・ 平安 船  渡  前 段    丘 縄文 (中期 。後期)・ 弥生・ 奈良～平安
7 下  中  東 段    丘 縄文・ 奈良～平安 八 幡 段    丘 古墳・ 平安

8 余 方 段    丘 茶良～平安 上 野 段    丘 縄文 (中期)・ 奈良 。平安

9 山田上 ′台塚 段    丘 富 田 南 西 自 然 堤 防 奈良～平安

汚 田 通 A 段    丘 縄文・ 平安 南  ′  東 自然堤防・後背湿地
11 汚 田 通 B 段    丘 平安 人 来 田 C 段    丘 縄文・ 古猿・ 平安

12 上  野  山 段    丘 縄文 人 来 旧 東 段    丘 縄文・ 奈良～平安

13 清 田 原 西 段    丘

第28図 杉土手 。北前遺跡と周辺の遺跡
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4 過去の調査経過
杉土手と】ヒ前遺跡は、過去にそれぞれ 2次と4次の調査が行われ、各調査ではそれぞれ下表のような調査成果が得

られている。

杉土手調査抄

調査次数・ 年 容内査調

1次 (1986) 調査地点 :太白区山田字杉土手 5番地

調査成果 :1 現状の基底幅は約 9m、 高さ1.5～ 3mで、 I期からⅢ期の積土を確認。
・ I期は高さ1,7m、 基底幅3.5m。

・ I期は高さ1.9m、 基底幅5.3m。

・ Ⅲ期は高さ2.lm、 基底幅6.lm。

・ Ⅱ期、Ⅲ期の積土は、 I期のゴヒ側を中心として盛っている。
2 土手の総延長は、向山公園から山田本町付近までの6.4�であることを確認。
3 土手の構築年代についての発掘資料は得られなかったが、文献、土手の杉の年
輸測定資料等から江戸時代中期以前に逆上る可能性を指摘。

4 土手基底部の火山灰層 (責褐色土)上面で、平安時代の窯跡とピットを検出。

2次 (1991) 調査地点

調査成果

太白区山田】ヒ前1045-1

1 1次調査区の東側に約70m残存。
2 1次調査同様に 3時期の積土を確認。
・ I期は高さ1.7m、 基底幅3.4m。

・ Ⅱ期は高さ1.8m、 基底幅4.8m。

・ Ⅲ期は高さ2.Om、 基底幅6.Om。

3 1期 の積上の北側 (山側)に、土手と平行にのびる幅約1.5mの 溝を検出。
の溝については、土手構築に伴 う掘 り込みの可能性を指摘。

4 土手の構築年代についての発掘資料は得られなかった。

第29図 遺跡周辺の地形と調査地点
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北前遺跡調査抄

調査次数 。年 発 見 遺 構 出 土 遺 物

1次 (1981) 調査地点

旧石器時代

縄文時代

平安時代

江戸時代

太白区山田字北前46-12

・ 前期 15層 ,17層

・ 後期  5層
・ 早期一竪穴住居跡  8棟

土坑     10基
遺物包合層

・ 前期一土坑     23基
。中期―竪穴住居跡  2棟
埋設土器

竪穴遺構   1基
一竪穴住居跡  2棟
土坑     2基
―溝跡     8条
墓羨     8基
工房跡    1基

。前期旧石器一石斧,ス クレイパー,剥片 ,

石核
。後期旧石器―ナイフ,ス クレイパー,ノ

ッチ,二次加工のある剥片
・ 縄文土器 ―早期,中期
・ 縄文石器 一ポイント,石鏃,箆状石器 ,

スクレイパー,楔形石器 ,

石核,凹石,敲石
・ 土師器  ・土師質土器
。磁器  ・古銭

※ 土手の法面下端部を切っている溝跡の
底面から、鉄製寛永通宝が出土したこと

により、土手の構築年代を江戸時代中期

以前と推定。

2次 (1986) 調査地点  :太 白区山田字杉土手 5番地
縄文時代  :。 中期― ピット    1基
平安時代  :   一須恵器窯跡  1基

(半地下式客窯 )

・縄文土器 ―中期
・ 須恵器  ―甕,鉢,外,台付必

3次 (1988) 調査地点  :太白区北前町 7-2
縄文時代  :。 中期一竪穴住居跡  3棟

土坑 (中期他)12基

・ 縄文土器 ―早期,前期,中期
。縄文石器 一石斧,石鏃,凹石,磨石他
・土師器 (平安 )

4次 (1991) 調査地点  :太 白区山田北前町1045-1
遺構なし

・ 縄文土器・ 二次加工のある剥片 。石製品

5 調査方法
北前遺跡にかかる杉土手は、調査地点で杉土手 2次調査地点を西端として、そこから東方に約50mの範囲が残存し

ている。今回の工事では残存部のうち、東側約25mに掘削が及がため、この部分の杉土手とその下層の北前遺跡を調

査対象とした。

杉土手 2次調査で、この地域における下層遺構 (北前遺跡)は希薄であることが確認されているので、今回の調査

では全面に調査区を設定せず、調査対象範囲の中央に10m× 10mの調査区を設けて調査を行った。調査の目的は

①杉土手の断面を精査して積上の観察をする。

②杉土手の上面を精査して、土手上面における杭列等の施設の有無を確認する。

③杉土手の下層 (基盤層)における遺構の有無を確認し、必要な場合はその調査をする。

④基盤層 (火山灰層)を掘 り下げて旧石器の有無を確認する。

こととした。

調査区の西側半分は、重機により土手の積土を基盤層上面まで除去した。東側半分の積土は、表土層を重機で除去

した後、土手の上面を人力により5 clllずつ数度掘 り下げて精査をした。西半部の基盤層 (火山灰層)は、南北 4m、

東西 2mの範囲を基底礫層まで掘 り下げた。
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6 基本層位
表土層は、杉土手積土の崩落土を含む黒褐色ないし暗褐色シル トからなる耕作土層で、西壁面で 4層に細別できる。

土手の頂部から南側斜面にかけては、耕作のための削平によって表土がなくなり、積土層と考えられる土層が露出し

ている。

表上の下層は、調査区の大半は杉土手の積土層となり、後で詳述するように大別 3層 (古い順に I期・ 工期・ Ⅲ期

の 3時期)の積土が確認された。 I期の積土層の下部には約 50clllの 厚さの旧表土層がある。旧表土層は、黒褐色ない

し暗褐色のシル トまたは粘土質ンル ト層で、 3層に細分可能である。 I期の積土層の南北両側の旧表土は、土手構築

の際に積土の素材として掘削されたものと考えられ、失われている。

旧表土の下層は、責褐色のシル トないし粘土質ツル トを主体とする基盤の火山灰層となる。旧表± 3層下部から基

盤火山灰層上部にかけての土層変化は漸移的である。基盤層の上面は、山側にあたる】ヒから、谷にあたる南に向かっ

て緩やかに傾斜 して下がっている。基盤の火山灰層の層厚は、約 180clllあ り、大別 5層、細別11層に分けられる。火

山灰層の下層は、直径が 3～ 30cIIlの 礫からなる段丘礫層となる。段丘深層上面も北から南に向かって緩やかに傾斜し

ている。

7 杉土手の調査
1)調査前の現状

調査地点付近の杉土手は、約50mの範囲が南西～北東方向 (N-46° 一E)で直線的に残る。残存する土手の東西

両端は、宅地造成のために削平を受けている。西側の宅地造成に際しては、杉土手 2次調査・北前遺跡 4次調査とし
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第30図 杉土手全長想定図 喬羅襲晃痔半型芳球胃塗評覇燭ょり作成
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て、発掘調査が行われている。

この付近の杉土手の規模は、基底幅10m。 上面幅約 2m・ 高さは山側 (北側)か ら測って1.5m、 谷側 (南側)か

ら測って約2.5mあ る。表面は表土が削られて積土が露出している部分と、表土を集積 して畑地になっている部分が

ある。このほか、多数の庭木栽培も行われている。土手の頂部には、直径 lm程の杉の古い切 り株が列をなしている。

また、土手の全面には最近伐採したという樹齢20～30年の新 しい切 り株が、畑や庭木の間に点在する。

今回の調査は、残存部の東側半分に係わる。この部分は、杉土手とその下部の北前遺跡に関係する遺構・ 遺物が残

存するが、土手の南側に存在 した北前遺跡の一部は既に宅地造成によって失われている。

北前遺跡第 5次

杉土手第 3次調査区

・古い杉の根株

ア  
ー

~

体
0        10m

第31図 杉土手平面図と調査区配置図

2)積土断面と規模

積土層 土手の積土は第33図のとおりに細分され、土層注記に示したように 3時期に大別されるものと理解した。 I

期は、 I-1層からI-4層が積土で、北側のI―①層からI―⑦層と南側のI―③層からI―◎層がその崩落土と

考えられる。積土は、褐色土と暗褐色土が互層状に水平に積み上げられている。積土の南北両側の旧表土は、削平を

受けてなくなっており、北側では掘削が基盤の火山灰層にまでおよび、幅約80clll・ 深さ20ctllの 溝状の窪みとなってい

る (第 32図 。SD-1)。 旧表土及び基盤火山灰層

の掘削は、積上の素材を得ると同時に、土手の相対

的な高さを増加させることを目的としているものと

考えられる。

Ⅱ期は、エー1層からエー17層が積上で、積土北

側のエー①層からエー③層がI期積上の崩落土と考

えられる。I期の北側の積土は、 I期の崩落上の上

に、崩落土の傾斜に沿うように暗褐色ないし黒褐色

の比較的薄い層を細かく斜めに積み上げ、頂部付近

に至って水平に積んでいる。これに対して南側の積

土は、北側からの積土層とI期積土及び崩落土を覆

うように、褐色土を主とする広く厚い土層を傾斜面

に沿って張りつけるように積んでいる。Ⅱ期の崩落

土は、積上の耳ヒ側では裾部に40～ 50clllの 厚さで堆積

しているが、南側の崩落土は明らかでない。既に削 第32図 調査区平面図
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Ⅳ 杉土手 (3次)・ 北前遺跡 (5次)調査報告書

平 されている可能性が高い。

Ⅲ期は、Ⅲ-1層からⅡ-9層が積土で、工期積土の北側だけに存在する。ほぼ水平に堆積しているⅡ期崩落土の

I―①層上面からほぼ水平に積み上げている。積土は下部は薄いが上部になるにしたがって厚くなる。Ⅲ期積上の残

存高は、Ⅱ期積土残存頂部より約45clll低いが、 1次 。2次調査の断面観測結果を参考にすると、本来は I期よりもI

期、Ⅱ期よりもⅢ期になるにつれて高く積まれていたと推定される。Ⅲ期積上の崩落土は不明確であるが、現表土層

が直接あるいは間接的にこれにあたる可能性が考えられる。

規 模 調査区西壁で測った当地区の土手の規模は下表の通 りである。なお、高さは南側の基盤層を基準とし、幅は、
裾部の傾斜の変換点から計測した。 I期以外の計測値は、本来の規模との誤差が大きいので、それらについては ( )

書きにし、不明のものは空欄とした。土手の規模を良く表す例としては、 1次調査 (Cト レンチ)と 2次調査の資料

があるので、その計測値を参考として掲載した。

杉土手の規模

時期 調査次数 基底部幅 頂 部 幅 高   さ 法 面 の傾 拇 角 度
(南側 斜 面・ 北側 斜面 )

I期

1次調査 3.5m (1.2m) 1.Om ワ
イ

2次調査 3.4m 0.8m 1,7m 40°   ・   40°

3次調査 4.4m 0.5m 1.6m

Ⅲ期

1次調査 5.3m 1,7m 1.9m 30°

2次調査 4.8m 2.4m 1.8m

3次調査 5.7m 2.2m 30°

Ⅲ期

l次調査 6.lm 2.Om 2.lm (25°)。 (61° )

2次調査 6.Om 2.Om 2.Om 40°

3次調査 1.8m+α ――――  ・   40°

3)積土上部の遺構
杉土手は後述するように鹿除土手として、土手に柵を構築したことに関係する文書があるので、これにかかわる遺

構の確認のため、調査区の東側半分について、土手の頂部から斜面にかけての精査を数度行った。ただし、現地表近

くの積土は植林された杉等の樹木の根による撹乱が著しく、遺構検出作業が行い得たのは頂部・斜面とも現地表から

約50clllほ ど下がった面からである。精査は根による撹乱が少なくなった面を綺麗にし、杭列の有無の確認を 5 clll掘 り

下げるたびに繰 り返した。この結果、積上の上部において 3時期の積土を平面的にも確認することができたが、柵列

に係わる遺構は検出されなかった。

この調査では、杉土手に関係する遺構は発見できなかったが、この付近の旧表土および火山灰層を積み上げて築い

た積土上部層を精査したにも係わらず、古代またはそれ以前の遺物が含まれている量がすくないことから、付近にお

ける北前遺跡の遺構・遺物密度が希薄であることが推定された。

8 北前遺跡の調査            /
北前遺跡にかかわる調査は、基盤層 (火山灰層)上面で検出された遺構の調査と、基盤層 (火山灰層)における旧

石器の調査を行った。

1)基盤層上面検出遺構

基盤層上面では、先に記した杉土手 I期積上のための掘削に係わる溝状の遺構と土坑が 1基検出されている。



SD-1溝 跡 上記のとおり、杉土手 I期積土の掘削

に係わる遺構である。検出面での幅は、50～ 100clll・

平均80clllである。北側の上面は出入りが著しいが、土

手の下端線に沿った南側の上端は直線的に揃ってい

る。深さは約20clllで断面形は舟底形を呈する。遺構内

には I期積土からの崩落土が堆積している。出土遺物

はない。

SK-1土 坑 調査区西壁際の上手積上の直下で検出

された。西壁の精査の結果、遺構の掘り込み面は、旧

表± 3層の上面と判断された。平面形は、直径約120

clllの円形で、深さは検出面から50clll、 掘り込み面から

70clllを 測り、断面形は箱形を呈する。全体として円筒

状の土坑である。堆積土は、 4層に分けられる。下部

には壁面の崩落土と見られる褐色土が堆積する。上部

には旧表土が起源と考えられる暗褐色土が堆積する。

中央に直径約25clll、 深さ50callの 小穴がある。遺物は、

V 杉土手 (3次)。 北前遺跡 (5次 )調査報告書

層 H 上   色 土  質 そ   の   他

10YR4/4褐    色 粕翌質ツ 黒褐色油■質ツルトを一部に含む

10V R3/3暗  褐 色 粘土質ン 焼上炭IL2を少二含む

10Y R3/4騰  掲 色 ルト質粘士 黄褐色ツルトを蔵伏に合と、炭イヒ物を少■atr
1つ V R374暗  褐 色 ンルト質粘士 黄褐色ツルトを斑状に含む
10Y R4/6偶    色 油 土

10YR2/4暗  褐  色 粘土 炭IL2を少量含む

第35図 SK-1土坑実測図

いずれも自然堆積層と判断される。土坑の底面はほぼ平坦で、

2層中から縄文土器の細片 3点 と剥片が 1点出土している。

2)基盤層 (火山灰層)の調査

基盤層については、 4× 2mの トレンチを入れて調査した。基盤層上面から段丘礫層上面に達するまで170clllあ り、

土層は大別 5層・細別H層に分けられた。 1層はにぶい黄褐色ないし黄褐色のンルト質のほぼ均―な土層である。 2

層は「川崎スコリア層」と呼ばれる黄褐色の砂質シルト層で、調査 トレンチの北部には 3 clll前後の厚さのブロックの

堆積層として存在しているが、南部にはほとんど分布していない。3層以下は黄褐色のンルトと粘土からなる土層で、

礫を含むようになり、下層ほど礫の径と含有量が多くなる。 5c層は明黄褐色の砂層で、水成堆積の可能性がある。

各基盤層は、段丘礫層の傾斜に沿い、緩やかに北から南に下がって傾斜している。段丘靭層は、径が30clllか ら 3 clll

程の風化した礫で、堅く締まって堆積している。

基盤層は、北前遺跡 1次調査の旧表土層から段丘礫層までの堆積層と共通する要素が認められたが、基盤層中から

前調査のような前期・後期両旧石器を発見することはできなかった。



Ⅳ 杉土手 (3次)・ 北前遺跡 (5次)調査報告書

第36図 基底層土層断面図 (深掘 トレンチ西壁)
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登録番号 種別・ 器種 出土地区 基本層位 出土遺構・ 層 取上番号 器高・ 長 口径・幅 底径・厚 菫 量 特 徴 写真図版

縄文土器 鉢 盛土中 3条 の細睦帯による文様

縄文土器 鉢 旧表■ ベラによる「ハ」字状の連続刺突支

縄文■器 鉢 整土中 半我竹管による2段の押し引き連続刺突文

半裁竹管による横位・斜位の連続則突文

半裁竹管による平行沈線文

縄文土器 鉢 盛土中 沈線文

縄文土器 鉢 盛土中 4条 の平行沈線文

2層

石器   剥片 旧表土

第37図 出土遺物



Ⅳ 杉土手 (3次)・ 北前遺跡 (5次)調査報告書

3)出 土遺物

遺物は、杉土手積土層中と旧表土層中から縄文土器と石器が出土している。

縄文土器は全て小破片で、表面が摩滅しているものが多い。文様のある破片のうち 7点を図化 した (第37図 )。 1

は 3条の平行する細隆帯で縦・横の区間と、その間を弧状に充填する模様を描く。 2は直立する厚手の口縁部の破片

で、へらによって横位の「ハ」字状の連続刺突文を描いている。 3は強く外反する厚手の口縁部の破片で、半裁竹管

による 2段の押し引き連続刺突文がある。 4は緩 く外反する比較的薄手の口縁部の破片で、半裁竹管による横位・ 斜

位の押し引き連続刺突文がある。 5は半裁竹管による平行沈線の幾何学文様がある。 6は端部が内湾する口縁部の破

片で、日唇直下に横位沈線が 1条引かれ、その線から横に連続して展開する縦位沈線による模様がある。 7は、LR

縄文を切って縦にのびる 4条の平行沈線文がある。これらの縄文土器のうち、 1～ 6は、 1次調査の際に土坑等から

まとまって出土した縄文時代前期末の土器群と同期のものと考えられる。また、 7については中期中頃の土器と判断

さ才しる。

石器は、図化した 2点 と、SK-1か ら出土した剥片のほか、積土と旧表土層からも各 1点の剥片が出土している。

8は SK-1か ら出土したスクレイ′く―で、側面の片側の基端部寄 りがやや扶られて為り石匙のような形態をとる。

9は片側の側縁に 2次加工のある縦長の剥片である。旧表土中から出土している。

9 調査成果のまとめ
1)杉土手の構築年代について

杉土手の構築年代について、北前遺跡 1次調査においては、土手を切る溝からの出土遺物によって、江戸時代中期

以前と推定されている (注 1)。 さらに杉土手 1次調査においては、

1.『伊達治家記録』に仙台開府以来行われた山追いに際して、鹿除土手が丞要と考えらえるので、開府当時構築さ

れた。

2.杉土手頂面にある杉の古株と同等の直径の杉の年輪測定結果と、戦時中の伐採記録にある隼輪 (240～ 300年)か

ら、寛永の新田開発の頃に構築された。

3.古地図に描かれた杉土手が、元禄 10年開山の大年寺惣門に切られているように描かれていることから、元禄 10年

以前に構築された。

4.『伊達治家記録』に文政のころから山追いの獲物の数が記録されておらず、この頃には鹿・猪が減少し、鹿除土

手の必要がなくなっていたと考えられることから文政以前に構築されていた。

という、江戸時代中期をさかのぼる 4時期の構築年代が推定され、さらに、土手は 2回の補修がなされていることか

ら、長期にわたる使用が考えられている (注 2)。 杉土手 2次調査では、構築年代に係わる新たな資料は発見されな

かった。

このような状況にあって相原陽三氏は、

1.『仙台藩家臣録』中に、三瓶伝右衛門という侍が鹿除土手の構築に携わった功績により、明暦 2年 (1656)8月 15日

に壱貫三百五十九文の知行地を加増されたという記録がある。

2.仙台市太白区秋保湯本佐勘温泉に伝わる「御山守・ 湯守佐藤勘二郎家文書」に、御山守をしていた同家に対 して

明暦 2年に、「ほけ」と呼ばれる長さ 5尺の棒を、鹿除土手の忍び返 しの構築のために50荷提出せよという指示文

書がある。

ということから、杉土手の構築年代を二代藩主伊達忠宗治世の明暦 2年 (1656)頃 と考察している (注 3)。

今回の調査では、杉土手の構築時期にかかわる新たな考古学的資料は発見できなかったが、上記の 2つの論考から、

構築時期については、明暦 2年以前の年代に絞 り込むことが可能となった。ただし、相原氏の提示した文献資料につ
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いては、杉土手の 3期の構築時期の I期に当たるものか、或いはその後の補修整備としてⅡ期またはⅢ期の可能性が

ないのかの検討が必要と考えられる。Ⅱ期またはⅢ期に係わる場合は、土手の構築年代はさらに逆上る可能性も考え

られる。

2)北 前遺跡の調査成果

北前遺跡 1次調査区の北側では、縄文時代前期末を中心とする時期の上坑が多数発見されているが、今回の調査で、

この時期の上坑がさらに遺跡】ヒ東部まで広がっていることが確認された。ただ、今回の調査地点の北側は急な上昇斜

面となることと関係するのか、土坑の分布密度は低く1基だけが発見された。

注 記

注 1 佐藤 洋 (1982):「北前遺跡」『仙台市文化財調査報告書第36集』P,157

注 2 小川淳― (1987):「北前遺跡」『仙台市文化財調査報告書第105集』P.25～ 30

注 3 相原陽三 (1995):「鹿除土手の構築について」『仙重郷土研究』復刊第20巻 2号 (通巻251号)P.9～ 12

参考文献 (上記以外)

渡部 紀 (1989):「北前遺跡」『仙台市文化財調査報告書第129集』

太田昭夫 (1992):「杉土手 。北前遺跡」『仙台市文化財調査報告書第157集』
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1 調査区全景 (西より)

2 調査区全景 (東より)
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1 杉土手上層断面 (西壁 )

!療許
一

5 SD-1溝 跡

図版15 杉土手断面・調査状況・溝跡

2 土手積土調査状況O 3 土手積土調査状況②
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l SK-1土 坑

2 基盤層調査 トレンチ

1縄文土器 鉢 A-1(盛土中。第37図 1)
4縄文土器 鉢 A-4(旧表土。第37図 4)
7縄文土器 鉢 A-7(盛土中。第37図 7)

4 縄文土器・ 石器

基盤層断面

8

2縄文土器 鉢 A-2(旧 表土 。第37図 2)
5縄文土器 鉢 A-5(旧 表土 。第37図 5)
8石器スルイパーK-2(SK-12層 。第27図 8)

図版16 土坑・基盤層調査・出土遣物

3縄文土器 鉢 A-3(盛 土中。第37図 3)
6縄文土器 鉢 A-6(盛 土中。第37図 6)
9石器 2次力RI剥片 K-1(旧 表土 。第27図 9)
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V 押日遺跡 (2次)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     押口遺跡 (宮城県遺跡番号 01312)

調査地点    仙台市若林区荒井字押口28番地

調査原因    共同住宅建設

調査対象面積  400Υ

調査面積    H04r

調査期間    平成 8年 5月 27日 ～ 5月 28日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦 竹田幸司

調査参加者   佐々木瑞枝 鈴木由美

2 遺跡の位置と環境
押口遺跡はJR仙台駅の東南東約5.5血の若林区荒井字押口・大場伝に位置し、宮城野海岸平野と呼ばれる沖積平

野の標高約4.5mの 自然堤防上及び河川跡に立地している。

遺跡周辺には、南西約500mに中在家南遺跡が位置しており、弥生時代の上羨墓 5基、土器構墓 2基、古墳時代前

期の方形周溝基 3基、土坑、弥生時代中期中頃から近世の期間にかけて埋没した河川跡など発見されている。河川跡

第38図 調査地点と周辺の地形
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第40図 遺構実測図

480m引

C
480m引

SK-1 伴

1

SK-4
σ
ト

A

ゴ
ト

層 � 土  質 そ   の   他 層 � 色 土  質 そ 他

10Y R3/1黒  褐 こ 粘土質ンルト 黒色猫土とにおい黄笹色粘上のブロックを含む(人為推め 10YR3/1黒  褐 色 土師器片・ 炭化物・酸化鉄粒を含む

10Y R4/1穏  灰 色 黒褐色ツル ト●にどい黄笹色粕土の小粒子を合む 10YR2/1黒     色 粘土 にどい黄獲色粘上のブ,ッ クを含む

10YR3/1黒  褐 色 穏灰色ツル ト●におい費獲色粕土の小粒子を含む 10Y R7/2に どい黄獲色 粘■ 黒色粘土を合意プロッタ状の堆積■

10YR3/1黒  褐  色 10Y烹 2/1黒    色 猫 土 にどい責笹色粘上を合と、粘性強い

10YR2/1黒     色 ホ分を多く含む

10Y R7/2に すい黄獲色 粘土質ンル 黒色ツルト●褐灰色シルトを薄い織状に含む

国4

0                5 clll

◎

四

登録番弓 窪別・ 器種 出土地区 基本層0 出土遺構・層 取上番号 器高・ 長 口径・ 幅 底径・ 厚 重 二 特 徴 写真図版

非ロクロ土師吾 杯

SK-4 理上 (112) 脚下部 3個所に日窓

石製模進品 S【 -2 連土

石製品 管玉 TL径02

60

第41図 出土遣物
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からは、弥生時代中期中頃の弥生土器、鍬・ 鋤などの木製農耕具、扉・梯子などの建築材、刺突具・装身具などの骨

角器、太型蛤刃石斧 。片刃石斧・ 石庖丁などの石器・ 石製品、古墳時代前期から中期にかけては土師器、鍬、鋤など

の木製農耕具、鉄製品、土製品、石製品などが多量に出土 している。

南西約200mに は古墳時代の竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟などが検出されている高屋敷遺跡があ り、南方約

500mに は中世の館跡である長喜城館跡、南東約200mに は古墳時代から中世の荒井畑中遺跡、東方約500mに は中世

から近世の屋敷跡である荒井館跡などが存在している。

押口遺跡 1次調査は、仙台市荒井土地区画整理事業に伴って平成 2年に発掘調査が実施され、秀生時代中期中頃か

ら近世の期間に埋没した河川跡が発見されている。河川跡は幅約20m、 深さ2.8mの規模で、主に弥生時代中期中頃

と古墳時代前期の遺物が出上している。弥生時代には、中期中頃の桝形囲式期の上器、鍬の泥除け
。有柄木製品・ 斧

の直柄などの木製品が出土し、古墳時代には土師器のほか、広鍬、横鍬、曲柄二又鍬などの木製農耕具、弓・矢など

の木製品が出土している。この河川跡は中在家南遺跡発見の河川跡と同一の河川跡であると考えられ、両遺跡を結が

間は、どの地区でも遺物が包含されている可能性が極めて高い。

3 調査方法と基本層位
共同住宅建設部分を対象に調査区を設定して確認調査を実施した。その結果、土坑が検出されたため調査区を拡張

して本調査へと移行した。建設予定地の中央部北側は、土地区画整理事業に伴って埋められた近年までの水路が幅約

3.5～ 4mで東西方向に走っている。

基本層は 3層認められた。 1層は畑の耕作上であり、 2層は褐灰色ツル トで一部にのみ分布する層である。 3層は

にぶい責橙色粘土質ツル トの地山である。この層上面で土坑が検出されたが畑の耕作上が深 く入 り込んでお り、撹乱

が著しい。

4 発見遺構 と出土遺物
1)上  坑
調査区中央部に 4基の上坑が集中して検出されている。

SK-1土 坑 検出された土坑の中で西側に位置し、平面形は直径約85cmの 円形を呈し、断面形は皿形で深さ20mを

測る。壁は底面よりほば垂直ぎみに立ち上がる。堆積土は 1層であり、黒褐色粘土質ンル トで黄橙色粘土と混 じり合

っている。埋土より上師器の破片が出土している。

SK-2土 坑 SK-1土 坑の南東に隣接して検出され、 SK-3土 坑を切っている。平面形は長軸 74clll、 短軸 54clll

の楕円形を呈し、断面形は浅いU字形で深さ10clllを 測る。堆積土は 2層に分けられ、褐灰色
。黒褐色シル トである。

埋土より剣形の石製模造品 (第41図 3)が出土している。

SK-3土 坑 SK-2土 坑に切られており、平面形は長軸90伽、短軸80clllの ほぼ円形を呈し、断面形は浅いU字形

で深さ10伽を測る。堆積土は 3層に分けられ、 2層に黒色の灰が薄く堆積している。埋土より上師器外 (第41図 1)

が出土 している。

SK-4土 坑 SK-3土 坑の南東に隣接して検出され、平面形は長軸90伽、短軸76clllの ほぼ円形を呈 し、断面形は

U字形で深さ50clllを測る。壁は底面よりやや傾斜をもって立ち上がる。堆積土は 4層あり、 1層は黒褐色シル ト、 2

～4層は黒色・にぶい黄褐色の粘上である。埋土より土師器高界の脚部 (第41図 2)、 碧玉製管玉 (第41図 4)が出

土している。

土坑出上の遺物は、第41図に示されている。 1は土師器不で口縁部から体部にかけて残存し、内湾ぎみに立ち上が

る。器面が荒れているため調整は不明であるが、器形より南小泉式に相当するものと考えられる。 2は土師器高界脚
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部の破片で、外部は欠損しているため不明である。脚部は柱状で、裾部は円錐台状に開くものと考えられ、脚部中央

に 3個の円窓が穿孔されてお り、塩釜式の新しい段階のものに相当すると考えられる。 3は剣形の石製模造品で長さ

5,3clll、 幅2.8clll、 厚さ0.4cmを 測る。 4は欠損している碧玉製管玉で、残存長 Hllull、 幅 6111111で 、径 2111111の孔があけら

れている。

5 調査成果のまとめ
① 押口遺跡は沖積平野の標高約4.5mに立地する方生時代から近世にかけての集落跡、河川跡が発見されている遺
跡である。

② 今回の調査によって発見された遺構は、土坑 4基であり、調査区中央付近に集中して検出されている。出土遺物
には土師器芥・高界の脚部、石製模造品、管玉がある。

③ 発見された土坑は、古墳時代前期の塩釜式期のものと南小泉式期のものである。
④ 竪穴住居跡にらぃては発見されなかったが、周辺の自然堤防上で発見されることが期待される。

参考文献

氏家和典 (1957):「東北上師器の型式分類とその編年」『歴史』第14輯

丹羽 茂 (1981):「宮前遺跡」『宮城県文化財調査報告書第96集』官城県教育委員会
工藤哲司 (1995):「押口遺跡一仙台市史特男1編 2 考古資料」『仙台市史編さん委員会纂』仙台市
工藤哲司 (1997):「中在家南遺跡他 第5部押口遺跡」『仙台市文化財調査報告書第213集』



1非 ロクロ土師器 界 C-1
3石製模造品    K-1

7 出土遺物

(SK-3埋土・第41図 1)
(SK-2埋土 。第41図 3)

調査区全景

6 SK-4土 坑

2非 ロクロ土師器 邦 C-2
4石製品 管玉   K-2

V 押日遺跡 (2次 )調査報告書

(SK-4埋 土 。第41図 2)
(SK-4埋 土 。第41図 4)

遺構調査状況

Ｌ

４

4 SK-1土 坑

5 SK-2・ 3土坑 (右 SK-2)

図版17 押口遺跡調査状況・出土遺物
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Ⅶ 平治遺跡調査報告書

1 調査要項
遺跡名     平治遺跡 (官城県遺跡番号 21075)

調査地点    仙台市青葉区上愛子字平治 1他

調査原因    仙台宅地造成

調査姑象面積  7,9204f

調査面積     306fr

調査期間    平成 8年 4月 22日 ～ 4月 24日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    結城慎―・ 篠原信彦・竹田幸司

2 遺跡の位置と環境
平治遺跡は、 JR仙台駅の西約12血に位置し、広瀬川が形成した標高126m前後の河岸段丘に立地する。現在の広

瀬川は遺跡の約500m北側を東流し、段丘面との標高差は30m前後である。また、遺跡の南側200mには青葉山丘陵の

山群が230m前後の標高で迫っている。遺跡の現状は畑地で、土師器・須恵器・縄文土器が散布している。

周辺の遺跡としては、車B遺跡 (縄文・古代)、 ニツ岩遺跡 (縄文)、 車A遺跡 (古代)、 雷神A遺跡 (古代)、 雷神

B遺跡 (古代)、 堰内遺跡 (縄文)な ど縄文時代と古代の遺跡の存在が知られているが、本格的な発掘調査が行われ

たことがなく、同地区における遺跡の実態は不粥な点が多い。
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第42図 調査地点と周辺の地形
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Ⅵ 平治遺跡調査報告書

3 調査方法
調査は、開発の土地利用計画を考慮し、はじめに造成地内の衡路予定部分を主体として、第 1ト レンチから第 5ト

レンチを設定して確認調査を実施した。その結果、若千の遺構の残存が確認されたので、その部分につき引き続いて

本調査を実施した。表上の排除は重機で行い、その後人力により遺構の検出作業を行った。

第43図 調査区配置図

第 3ト レンチ

第 4ト レンテ

第44図 第 1・ 5ト レンチ退構配置図

第 5ト



Ⅵ 平治遺跡調査報告書

4 基本層位
表土 (I層 )は、黒色のシル ト質粘上の現耕作土層で、層厚は30clll前後である。表上の下層は責褐色のシル ト質粘

土層 (I層 )と なり、この面で遺構が検出された。工層は、黄褐色のシルト質粘土層だけが分布している部分と、直

径が数cIIl～十数clllの礫が混入している場所がある。

5 トレンチと発見遺構の概要
1)ト レンチの状況

第 1ト レンチ 幅 3mで、東西に19mの長さで設定

した。耕作による削平が著しく、礫混じりの工層が

遺構確認面となる。 トレンチの西部で焼土面とその

周囲に焼土 。威化物・ 灰が分布する部分があり、さ

らにその周辺は東西 4m・ 南北 5。 2mの範囲でI層

上面が汚れているのが確認された。ここからは須恵

器や土師器も出土したので、この部分を 1号竪穴住

居跡 (SI-1)と した。

第 2ト レンチ 幅 3mで、東西に24mの長さで設定

した。風倒木痕と考えられる土層の変化が認められ

たが、遺構は検出されず、遺物も出土していない。

第 3ト レンチ 幅3.5mで、南北に16mの長さで設

定した。遺構・ 遺物は発見されなかった。

第 4ト レンチ 幅 3mで、東西に1lmの長さで設定

した。風倒木痕の他は、遺構・ 遺物は発見されなか

った。

第 5ト レンチ 幅 3mで、南北に18.5mの長さで設

定した。 トレンチの北側で竪穴住居跡が 1棟 (SI

-2)と 住居跡に切られる土坑 1基 (SK-1)が

検出されたので、この部分の トレンチを長さ約 8m

の範囲で東側に1.5m拡張して調査した。

第45図 SI-2堅 穴住居跡・ SK-1土 坑実測図

0                       10cm

第46図 出土遺物

登録番号 種 別・ 器 種 基本層位 出■遺構・ 層 取上番号 器高 。長 口径・ 幅 底径。厚 重 量 を 徴 写真國版

須憲器    杯
μ土節器 甕 (75) 外面の表面が剥落している



Ⅵ 平治遺跡調査報告書

2)発見遺構と出土遺物

SI-1堅 穴住居跡 先に記したように東西 4m。 南北5.2mの範囲で工層上面が汚れているのが確認されたが、壁

面は既に失われているために規模は不明である。焼土面とその周囲の焼土・庚化物・灰の分布範囲は、検出部の南端

に寄っているので、南壁にカマドが存在した可能性が考えられる。柱穴は発見できなかった。

遺物は、第46図 1に示した底部回転糸切り無調整の須恵器必と、 2の ロクロ調整された土師器の甕などが出土して

いる。須恵器芥は多賀嫉跡出土土器のE群土器に類似することから、10世紀前半頃のものと考えられる。

SI-2竪 穴住居跡 東西3.6m・ 南北3.6mの正方形の住居跡で、検出面が床面ないし掘り方の埋土に達している。

南北軸はほぼ磁北方向である。住居中央やや東寄りに、東西 。南北30clllの範囲で焼土面が確認されている。住居の掘

り方埋土は、黒色シルト・黒褐色ンルト・責褐色粘土質ンルトがブロック状に混合した層で、検出面から5～ 10ctllの

厚さがある。掘 り方底面では、北壁に沿って 4個のピット (Pl・ 2・ 7・ 3)と、南壁に沿って 3個のピット (P

4・ 5・ 6)が検出された。このうちPl・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6の 6本は柱穴と考えられる。北列のPl-2と P2

-3の間隔が100clllと 95clllで、総長は195clllである。南列は、P4-5と P5-6の 間隔が100clllと 84clllで、総長は184

clllである。南北の柱間隔は、Pl-4が 220cII、 とP2-5が 215clll、 P3-6が 217clllで ある。掘り方底面からの柱

穴の深さは、Plが 37clll、 P2が 43clll、 P3が 35911、 P4が 34clll、 P5が 43clll、 P6が 43ctllである。

遺物は、掘り方埋土から縄文土器 1点と時期不明の上器片 2点が出土している。時期決定資料が無いため、遺構の

時期は不粥である。

SK-1土 坑 SI-2竪 穴住居跡に東側を一部切られている。平面形は円形で直径はH5clllである。深さは約40clll

あり、断面形は箱形を呈する。堆積土は黒色ンルト1層である。出土遺物はない。

6 調査成果のまとめ
① はじめて平治遺跡が調査され、竪穴住居跡2棟と土坑1棟が検出された。
② 竪穴住居跡のうち、SI-1は平安時代の10世紀前半頃に位置付けられるが、SI-2は時期決定資料が得られ
なかった。

③ SI-2は 、住居の規模が1辺3.6mと 比較的小規模であるにもかかわらず、6本の主柱穴をもつ点で注目され

る。

④ 遺跡全体としては、耕作による削平が著しく、今回調査した以外にも竪穴住居跡が存在したとしても、保存状態

はきわめて悪いと推定される。

参考文献

白鳥良一 (1982):「 土器」『多賀城跡 政庁跡本文編』官城県多賀城跡調査研究所
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1 調査区遠景

2 1号堅穴住居跡検出状況

3 2号堅穴住居跡検出状況

図版18 調査区遠景・ 1・ 2号堅穴住居跡
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2号堅穴住居跡完掘状況

SK-1土 坑

須恵器 杯 E-1(第 46図 1)

1号堅穴住居跡出土土器

1漆ミ
主義 ,

2 ,ク ロ土師器 甕 D-1(第46図 2)

1号土坑 。出土遺物図版19 2号堅穴住居跡・



Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     高柳遺跡 (官城県遺跡番号 19049)

調査地点    仙台市泉区七北田字高柳地内

調査原因    土地区画整理事業

調査対象面積  120Υ

調査面積    86Υ

調査期間    平成 8年 5月 29日 ～ 6月 12日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦

調査参加者   大友節子 小鳴登喜子 菅家婦美子 小池房子 高橋ヨシ子 千田あや子

調査協力    仙台市都市整備局区画整理指導課

2 遺跡の位置と環境
高柳遺跡は仙台市高速鉄道南北線八Zj女駅の北西約500m、 泉区七北田字高柳地内に位置し、七北田川右岸で高瀬

川と合流する標高約22m程の低位河岸段丘上に立地している。

遺跡周辺の七北田川河岸段丘上には幾つかの遺跡が点在して消り、西方1.lkmの七北田川右岸には縄文時代中期末

葉の竪穴住居跡 8軒、遺物包含層などが発見された沼遺跡が位置している。北方の七北田川左岸には、縄文時代晩期

ヽ 1 1吻

第47図 調査地点と周辺の地形



Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

の遺物包含層や平安時代の水田跡が発見された赤生津遺跡、古代の遺跡である柳遺跡などがある。

高柳遺跡 1次調査は、高速鉄道南北線が入乙女駅から泉中央駅まで延仲されるのに伴って、平成元年度に路線敷を

対象に発掘調査が実施され、縄文時代中期中葉の遺物包含層・列石・ 配石遺構・ 土坑、平安時代の竪穴住居跡・ 土坑、

〈遺物包合層下面〉

第48図 検出遺構平面図
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〈南壁土層断面〉

71

ｙ

Ｓ Ｋ ・ ２

SK-1

鶴

ｓＫ．

Ｋ．
⑨

仰
船
鞘
一，
盛
， 引
＝

〈遺物包含層上面〉

〈東壁上層断面〉

居  h 上  質 そ   の   他 層 lh 色 土  質 そ   の   他

7 5GY5/1緑  医 色 粘土質ツルト 水口耕作土。 (現代) 10Y R2/2黒  褐 色 土器片・ 炭化物を少二合む。

7 5G Y5れ 森 灰 色 お土質シ″ 水口耕作■。(現代) iOT R2/3黒  褐 色 にFい黄褐色ツルトをメロック状に合温

7 5CY4/1憎 緑 灰 色 箔土質ツル 水田耕作■。酸化羨粒を魂状に合む。 IOY R2/2黒  褐 色 土器片・ 炭化物を少二合む。

5C4/1 暗 繰 灰 こ 粘土質ンルト 水田耕作土。酸化鉄を合む。 10YR2/2黒  褐 色 黄IB色上を粒決に合む。

IOYR2/3黒  褐 色 焼土・ 炭イヒ物を合i 10YR4/2灰 黄 4B色 砂質ンル 炭化物・焼土を含む。粗砂のアロックを合む。

焼土・ 炭化物を含む。 10Y R3/2黒  褐 色 炭イヒ勤・ 明黄衛色粘土質ツルトをブロッ〃状に含む。

10YR2/2黒  福 色 絡土ンル 包合層。 (部分的に秒質ツルトが分布) 10Y R3/2黒  褐 色 炭化物を2層 より多く合と。

10YR2/3黒  褐 色 粕土ンル 炭化物を合L. 10YR3/2黒  褐 色 組砂

10YR2/2黒  褐 色 欄色ツルトを小ノロッ″状に合む。 10YR3/1黒  褐 色 マンガン粒を少二合む。

10YR5/4に 屋い黄穏色 砂質ツル ンガン粒を歩二に合む。∞ 山) 10Y R2/2黒  褐 色 粘土質ンルト 焼■・ 炭化物・ マツガン粒・ 明黄褐こ上を合tr。
IOY R6/6 FE黄 褐 色 ガン粒を少二含む。(地山)

第49図 調査区土層断面図



Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

平安時代以降の遺構、江戸時代前半の屋敷墓などが検出されている。

遺物包合層は東西15m、 南北50mの範囲で、東西両側がやや高い小さな沢状のところに形成されたもので、膨大な

量の縄文土器のほか、土偶・ 土笛などの土製品、石鏃 。石錐などの票J片石器、凹石・ 磨石などの礫石器が出土してい

る。

3 調査方法
今回は仙台市高柳土地区画整理事業に伴う発掘調査である。平成 4年度には、遺跡周辺において区画整理地内を所

象として確認調査が実施され、高速鉄道路線西側に平行するように遺物包含層の広がりが確認された。当該地にも遺

物包含層がのびていると予想されたことから本調査が必要であると判断された。その後の協議により、路線敷西側は、

公園として盛土保存されることが決定したので、東西に走る道路部分の一部約120Υが本調査の対象となった。調査

区は道路建設予定の部分に設定し、重機により盛土・表土の除去を行った。

4 基本層位
調査区内で確認された基本層は 5層認められた。 1層は現代の水田耕作土であり、層の厚さは約20clllを 測る。 2層

SD-1 SD-3

引216m

SD-2

層  � 土    色 と  質 そ   の   他

上器片・ 小礫を含む。穏色粘土質シルトを粒決に合む。

10YR3/2黒  穏 色 褐色粘土賓ンルトをブロック状に含む。

10YR3/2黒  褐 色
10YR3/2黒  褐 色 炭イヒ物を少二含む。

10YR3/2暴  褐 色 土器片を合む。酸化マンガン粒を含む。

10YR3/2黒  褐 色 土器片を含む。炭化物・ 酸化鉄を徴量含む。

10YR2/2黒  掲 色 箔■質シル ヽ 褐色ンル トをブロック状に含む。
10YR4/4褐    色 酸イヒ鉄を合む。

第50図 溝跡断面図
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層 h 土   色 ■  質 そ  の  他 層  � ■   色 土  質 そ   の   他

10YR3/3黒  褐 色 土器片・ 酸化鉄・ 炭イヒ物を少登含む。 10YR4/3に すい芸褐色 マンガン粒を多二に合む。

10YR9/2黒  褐 色 ンガン粒を多量に合む。 iOYR5/4に ぶい黄褐色 ルト質粘上 にどいAIH色粘上を斑状に合tr。 酸イヒ鉄を多■に含む。

10YR2/3黒  褐 色 シル 質ヽ粘土 ■器片・ 礫を含む。酸化鉄・炭化物を少量含む。 10YR2/2黒  獨 色 ル ト質粕土 にどい黄鶴色ツル トを粒状に含む。

10YR3/3黒  褐 色 ツルト質粘土 酸化鉄を合む。 IOY R2/2黒  褐 色 炭他物・ 土器片・′ぷ スを合む。

10Y R9/3黒  褐  色 ルト質粘土 黄褐色ンルトをブPッ ク状に含む。 10YR3/3暗  褐 炭化物を少二合む。

72

第51図 土坑実測図
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登録番号 臨房I。 器種 出土地区 基本層位 出土遺稚・ 層 取上番号 器高。長 口径・ 幅 蔵径・厚 重 ■ 徴 写真図版

組文土器・ 深鉢 3層 口緑部 :渦巻隆沈文、頸部 :平行沈線支、地文 :RL縄文

縄文土器・ 深斜 3層 口緑部 :渦巻隆沈文、環部 :平行沈線文、地文 :RL縄文

組文土器・ 深鉢 3層 渦巻隆沈文、LR構文

縄文土器 。深斜 3層 績位隆線文、渦巻・ 円形隆線文、LR蘊文

縄文土器・ 深al 3層 横位隆線文、縦位刺突文、REH(摩減のため原体不明)

縄文土器・ 深鉢 9層 横位・ 波状隆線文、隆沈文、LR縄文

縄文■器・ 深鉢 3層 渦巻隆沈文、PL縄文

縄文土器・ 深at 3層 LR撚系圧痕沈線文、沈線文、刻目隆練文

縄文■器 。深鉢 SK-4埋 土 隆沈文、 RL経文

縄文土器・ 深鉢 渦巻隆沈文、RL縄文

縄文土器・ 深鉢 3層 沈線文、交互刺突文、LR縄文

縄文土器・ 浅第 3層 口緑部 :横位・ 渦巻隆沈文

縄文土器・ 浅鉢 3層 口緑部 :横位・ 渦巻隆沈文

縫文土器・ 深鉢 ? 3唐 沈線文、隆沈文

第52図 出土土器
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は黒褐色ツル トで、調査区の東側隅にのみ分布し、層の厚さは約 10clllを 測る。この層の上面でSDl～ 3溝跡が検出

されている。 3層は調査区の東側半分に分布し、さらに 3層に細分される。3a層は東側半分に分布する黒褐色粘土

質ンル トで、縄文土器や石器などが出土する遺物包含層である。層の厚さは約15～ 25clllを測る。3b層は東側の一部

7
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登録番号 種別・ 器種 出土地区 基本層位 出上遺構・ 層 取上番号 器高・ 長 口径・ 幅 底径・ 厚 重  五 持 徴 写真図版

石鏃 3層 差質頁岩

石鏃 埋土

石銹 9層

石錐 SD-1 埋土 遂化凝灰岩

2層 尖頭部先端久猥 玉範

百匙 3層 産質頁岩

2層

3層

3層

，
‘

第53図 出土石器



Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

にだけ分布する黒褐色粘土質ンル トで、3a層 と同様に遺物包含層である。3c層は調査区南側に部分的に分布する

黒褐色シル トで、直下の黄褐色シル トと混じり合 う。 4層は調査区東側端に分布するにぶい責褐色砂質シル トで、こ

の上面でSK-4土 坑が検出されている。 5層は調査区全体に分布する黄褐色シル トで、北西から南東方向に傾斜し

ている。調査区西側では 5層が薄 く、下層の砂礫層の一部が露出している。

5 発見遺構と出土遺物
1)遺物包含層

調査区の東側に分布し、1次調査で検出された遺物包合層の北西端にあたる。包含層は第48図に示した範囲であり、

比較的遺物が集中する範囲は調査区東端で、西側に向かって徐々に希薄となる。出土した遺物は縄文時代中期中葉の

縄文土器・石器で平箱に 3箱出土した。大部分は縄文土器の破片である。

第52図は主に遺物包含層出上の縄文土器拓本資料で、器形は深鉢と浅鉢とがある。 1～ 4・ 7はキャリパー形を呈

する深鉢の口縁部資料である。 1・ 2は曲流する渦巻隆沈文で頚部に横位の平行沈線文が施され、地文としてRL縄

文が施文されている。 4は横位の沈線文と渦巻 。円形の隆線文が施され、地文としてLR縄文が施文されている。 6

は深鉢の体部資料で、隆沈線文により区画され、さらに横位・波状の隆線文が施され、地文としてLR縄文が施文さ

れている。12・ 13は浅鉢の口縁部から体部にかけての資料で、口縁部には横位・渦巻隆沈線文が巡ぐる。 5・ 8。 11

は刺突文が施されている深鉢の日縁部・体部資料である。 8は横位の隆線にLR撚糸が圧痕され、さらに体部には刻

目のある横位の隆線がある。Hは交互刺突文が施される。14は深鉢の体部資料で、沈線文と隆線文により鋸歯状の文

様を施している。これらの縄文土器は大木 7b式・大木 8a式 。大木 8b式に比定されるものであり、出土量は少

ないが前回の調査結果とも符号している。

石器は石鏃・石錐・石匙・ スクレイパーなどの象J片石器 (第53図 1・ 3・ 4～ 8)の他、凹石 。磨石などの礫石器

が少量出上している。

1・ 3は無茎の石鏃で、いずれも二等辺三角形を呈する。 5は尖頭部が欠損する石錐で、尖頭部と基部が明瞭なも

のである。 6は縦型の石匙でつまみ部は両側から快りを入れて作 り出している。 7は縦型の景J片を素材として両側縁

に加工されたスクレイ′く―であり、 8は「ピエス。エスキーユ」である。

2)溝  跡

SD-1溝 跡 調査区東側の第 2層上面で検出された南北方向に走る溝跡で、ゴヒ側はSD-2溝 跡に切られている。

溝跡は上幅70～100cmで直線状に走 り、断面形は浅いU字形で深さ15～ 20clllを測る。堆積土から縄文土器、石錐 (第53図

4)が出土している。

SD-2溝 跡 第 2層上面で検出された南北方向に走る溝跡で、SD-1溝 跡を切 り、北側はS9-3溝 跡に合流し

ている。溝跡は上幅80～ 120clllで はぼ直線状に走 り、断面形は浅いU字形で深さ20clllを測る。堆積土から縄文土器、

スクレイパー (第53図 9)、 近世～近代の陶磁器などが出土している。

SD-3溝 跡 調査区北側の第 2層上面で検出された東西方向に走る溝跡で、SD-2溝 跡と合流している。溝跡は

上幅80～ 140clllで直線状に走 り、断面形は皿形で深さ10～ 30clllを 測る。

3)上  坑

SK-1土 坑 調査区北西の第 5層上面で検出され、平面形は長軸HOc皿、短軸90clllの精円形を呈し、断面形は浅い

U字形で深さ25clllを 測る。壁は底面より緩やかに立ち上がる。堆積土は黒褐色シル トで 2層に分けられる。埋土より

縄文土器片が少量出土している。

SK-2土 坑 SK-1土 坑の南隣の 5層上面で検出され、平面形は長軸 176clll、 短軸100clllの不整精円形を呈し、断

面形はU字形で深さ35clllを測る。壁は底面より垂直ぎみに立ち上がる。堆積土は 5層に分けられ、黒褐色ンルト粘土、

耳
ｒ
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黄褐色ンル トで、埋土より石鏃 (第53図 2)、 縄文土器片が出土している。

SK-3土 坑 調査区中央部南側の第 5層上面で検出され、平面形は長軸 180clll、 短軸74ctllの精円形を呈し、断面形

は浅いU字形で深さ10ollを測る。底面は平坦であるが、南側はピット状となり、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は

黒褐色ンル ト質粘土で、埋土より縄文土器片が少量出土している。

SK-4土 坑 調査区南東隅の第 4層上面で検出され、平面形は長軸 90clll、 短軸70ctllの楕円形を呈し、断面形は浅い

U字形で深さ10clllを 測る。壁は底面より緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層に分けられ、黒褐色シル ト、暗褐色シル

トで、埋土より縄文土器片が少量出土している。第52図 9。 10は深鉢の拓本資料で渦巻隆沈文が施され、地文として

RL縄文が施文されている。

6 調査成果のまとめ
① 高柳遺跡は七北田川によって形成された標高22m程の低位河岸段丘上に立地し、縄文時代中期中葉の遺物包含層
・列石・配石遺構・土坑や、平安時代の集落跡、近世の屋敷墓から構成される遺跡である。

② 今回の発掘調査により発見された遺構は、縄文時代中期中葉の遺物包含層・土坑、近世から近代の溝跡である。

③ 今回の調査で出土した遺物は、縄文時代中期中葉の縄文土器・石鏃・石匙・石錐などの手J片石器、凹石、磨石な
どの課石器がある。

④ 遺物包含層は、平成元年度に調査された縄文時代中期中棄の遺物包合層と同一の包含層で、その北西端を検出し

たものである。
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1 調査区全景

2 SD-1・ 2溝跡

3 SD-3溝 跡

図版20 調査状況・溝跡
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1 調査区全景

2 遺物出土状況 1

７
ｆ

3 遺物出土状況 2

図版21 調査状況
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l SK-1・ 2土坑

2 SK-3土 坑

3 SK-4土 坑

図版22 SK-1～ 4土坑
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1縄文土器

3縄文土器

5縄文土器

7縄文土器

9縄文土器

11縄文土器

13縄文土器

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

深

深

深

深

深

深

浅

A-2(3層 ・第52図 1)
A-6(3層 。第52図 3)
A-13(3層 。第52図 5)
A-12(3層・第52図 7)
A-10(SK-4埋 土 。第52図 9)
A-15(3層・第52図■)
A-7(3層 。第52図 13)

2縄文土器 深鉢 A-3
4縄文土器 深鉢 A-5
6縄文土器 深鉢 A-4
8縄文土器 深鉢 A-16
10縄文土器 深鉢 A-11
12縄文土器 浅鉢 A-1
14縄文土器 深鉢 ?A-14

図版23 出土遺物 1(縄文土器)

(3層 。第52図 2)

(3層 。第52図 4)

(3層 。第52図 6)

(3層・第52図 8)

(SK-4埋上 。第52図 10)
(3層・第52図 12)

(3層・ 第52図 14)



1石鏃    K-1(3層 ・ 第53図 1)

3石鏃    K-2(SK-2埋 土 。第53図 2)

5石錐    K-4(2層 ・ 第53図 5)

7石匙    K-6(3層 ・ 第53図 6)

9ス クレイパー K-9(SD-2埋 土・第53図 9)

2石鏃
4石錐
6ス クレイ く́―

8ピエス・エスキーユ

図版24 出土遺物 2(石器)

Ⅶ 高柳遺跡 (2次)調査報告書

(3層 。第53図 3)

(SD-1埋土 。第53図 4)
(2層 ,第 53図 7)

(3層 。第53図 8)

K-3
K-5
K-8
K-7
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Ⅷ 富沢遺跡 (100次)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     富沢遺跡 (官城県遺跡番号 01369)

調査地点    仙台市太白区鹿野三丁目54番 8

調査原因    共同住宅建築         '

調査対象面積  1001F

調査面積    48留

調査期間    平成 8年 7月 8日 ～ 7月 10日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦 竹田幸司

調査参加者   阿部あき子 佐々木瑞枝 菅井民子 渡辺節子

調査協力    佐藤正勝 (申請者 )

2 遺跡の位置と環境
富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、名取川と広瀬川に狭まれた沖積地 (郡山低地)の西側にあり、北西を丘陵 (青

葉山丘陵)、 他を自然堤防で囲まれた後背湿地を中心に立地している。地形面は北西から南東に緩やかに傾斜して下

がっており、その標高は 9～ 16mである。昨年度までに94次にわたる調査が実施されており、斎生時代から近世まで

の各時代の水田跡が重層してい検出されている。また水田跡以外では、中世の居住地域や縄文時代の遺構 。遺物及び

後期旧石器時代の焚き火跡等の生活跡とそれをとりまく樹木群などが発見されている。

一
　

６
ｒ
／

８

第54図 調査地点と周辺の地形



本調査区は遺跡の北端に位置している。この付近は、

青葉山丘陵から流れ込んでいる金洗沢やニツ沢の影響下

によって形成された扇状地の末端部に位置している。こ

のため二つの沢の影響による堆積物の供給が微弱で泥炭

集積が可能になった地点である。旧字名は八幡前の西端

で上中谷地の東隣に当た り、地名からも低湿地的な状況

を示している。

3 調査概要
建築予定範囲内に 5× 10mの調査区を設定し、重機で  

地

掘り下げ、断面調査を実施した。約 2m(標高約10m)

掘り下げた段階で湧水が激しいため、それ以上の掘り下

げを断念した。

基本層位は、盛上下から標高10mま で大別12層、細別

13層が確認された。

1層  暗青灰色ンル ト質粘土。厚さは10～ 20clllであ

Ⅷ 富沢遺跡 (100次 )調査報告書

市 道

敷地範囲

隣

　
地

第55図 調査区配置図

る。層下面に厚さ 1～ 2 clllの 酸化鉄集積層があ

る。下面は凹凸が少ない。下層への食い込みは 2層で止まっている。

2層  青黒色粘土。厚さは 5～ 15伽である。下面は凹凸が少ない。下層への食い込みは 3・ 4a層で止まってい

る。

3層  灰白色火山灰。厚さは 1～ 5伽である。 4a層上面を覆うようにブロック状に堆積している。上層の撹拌

によって部分的にしか残存していない。残存している部分は悦拌された痕跡はない。

4a層 青黒色粘土。厚さは20～ 25cmである。下面は凹山がある。特に南半分が著しい。下層への食い込みは 4b

・ 5層 。一部 6層まで達する。

4b層 黒色粘土。厚さは平均 5 clllである。下面は凹凸が著しい。下層への食い込みは 6層で止まっている。北半

分には残存していない。

5層  オリーブ灰色粘土。厚さは平均10clllで ある。下面は凹凸が著しい。下層への食い込みは 6層で止まってい

る。南側には残存していない。

6層  責灰色泥皮。灰白色泥炭と黒色泥えを縞状に合むc厚 さは10～ 15cIIlで ある。下面は平坦である。上面は上

層の撹拌によって凹凸が著しい。

7層  オリーブ黒色粘土。植物遺存体を含む。厚さは平均10伽程度で、下面は凹凸がある。下層への食い込みは

8層で止まっている。

8層  黒色粘土。植物遺存体を合む。厚さは平均 5 clll程度で、下面は平坦である。上面は上層の悦拌によって凹

凸がある。

9層  灰色泥灰質粘土。植物遺存体を含む。厚さは 5～ 20clllで、下面は凹凸が著しい。下層の巻き上げはない。

10層  灰色泥灰質粘土。にぶい責色粘上を縞状に合む。厚さは15～ 30帥で、下面は平坦である。上面は上層の影

響によって凹凸がある。

11層  灰色粘土。にがい黄色粘土と黒色泥炭を縞状に含む。厚さは15clllで 、下面は平坦である。

12層  灰色粘土。にぶい黄色粘土を縞状に含む。
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第56図 調査区東壁断面図

まとめると1層がシルト粘土質、 2～ 5層が粘性の強い粘土、 6層から植物遺存体を含む泥炭・泥炭質粘土・粘土

になっている。富沢遺跡でよく見られる小河川や水路の氾濫による砂の供給はみられず、低湿地が発達し、それをも

とに水田域にしている。 3層は10世紀前半に降下したと考えられている灰白色火山灰の層となっている。

4 調査成果のまとめと考察
1)水田耕作土

断面からは明瞭な畦畔状の高まりは確認されなかったが、下面の凹凸と直下層を起源とするブロックが混在する状

況から近 。現代の水田耕作上の 1層を除いて 2・ 4a・ 4b・ 5。 7層が水田耕作上の可能性がある。

2層は、10世紀前半以降近世以前の時代幅が考えられる。しかし、層中に灰白色火山灰を含まなく火山灰降下直後

に復旧された水田耕作土ではないことと、76次調査の 3層 (近世)と 93次調査の 2a層・ 3層 (近世後半)と の対応

が考えられることから、概ね近世頃の年代が推定される。

4a層は上面に 3層をのせており、層中に灰白色火山灰を含まない。このことは、火山灰降下により耕作が中断さ

れたことを示すものといえよう。また、下面の凹凸が南側で著しく】ヒ側では少ないが、南北両側で 4b・ 5層及び南

側で 6層の巻き上げが観察されることから、区画の違いを示すものと考えられる。隼代の上限は火山灰降下以前、下

限は火山灰降下時あるいはその直前と推定され、10世紀前半以前の平安時代頃と考えられる。

4b層は南側だけで検出された。 4a層の状況から北側にも4b層があったと判断され、 4a層時の耕作のため残

存しなかったと考えられる。 4a層で想定した区画の違いとも矛盾しない。 4a層 との時期差は小さいと考えられる

ので、10世紀前半以前の平安時代頃と考えたい。 4a・ 4b層は93次調査の 7層 (平安時代)に対応すると考えられ

る。

5層は北側だけで検出されている。4b層は】ヒ側で 4a層時の耕作のため残存していないが、南側で残存しており、

その状況は 5層のみならず 6層までも巻き上げている。つまり、 4b層時の区画の違いによる残存状況の違いと考え

られる。隼代は 4層 と7層の時期から弥生時代～平安時代の時間幅が考えられる。93次の 8a・ 8c層 (古墳時代～

奈良時代)と 対応すると考えられる。

層  � 主    色 土  質 そ   の   他 層 � 土    色 土  質 そ   の   他

層下部に厚さ1～ 2cnり 酸化2k集積層あり 5Y3/1 オツーブ黒色 植物遺体を合む。

10B C2/1青  黒 色 粘土 粘性強い。しまり強い。

10YR7/1灰  白 色 火山灰 「医自色火山灰Jl～ 5enの 厚さでブロック状に堆積 10Y4/1 灰    色 泥ス質粘主 植物遺体を含む。
粘性が非常に強い。 10Y4/1 灰    色 lFL炭質粘土 にどい黄色粘土を縞状に合む。

10VR1 7′ 1黒    色 粘土 C層を含む。 10Y4/1 灰    色 によい黄色粘土と黒色泥炭層を含む。植物遺体を含む。

SGY5/1オ リーブ医こ 粕土 粘性が非常に強い。 10Y4/1 灰    色 絡土 にがい黄色粘土を縞状に合む。

泥 炭 灰自色泥炭と黒色泥炭を稿状に含む。
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7層は色調・ 土性及び上層・下層の状況から76次調査 6層 (弥生時代十三塚式期)。 93次調査10a層 (弥生時代)

に対応すると考えられることから、弥生時代の水田耕作土と考えられる。

9層は下面に凹凸が著しいが下層の巻き上げが観測されず、水田耕作土層とは断定できない。

2)ま とめ

① 調査区は遺跡の北端に位置する低湿地がよく発達した地点である。

② 調査を実施した深さ約 2mの地層は大別12層、細別13層に分けられた。

③ 現代の耕作土を除く水田耕作上の可能性のある層は 2・ 4a・ 4b・ 507層 である。

④ 年代は 2層が近世、 4a・ 4b層が10世紀前半以前の平安時代、 5層が秀生時代～平安時代、 7層が弥生時

代 (十三塚式期)カミ考えられる。

引用。参考文献

五十嵐康洋 (1991):「 富沢遺跡76次調査報告書」『仙台平野遺跡群XI』 仙台市文化財調査報告書第162集

太田 昭夫 (1995):「 宮沢遺跡93次調査報告書」『富沢・泉崎浦・山口遺跡 (9)』 仙台市文化財調査報告書第208集

太田昭夫他 (1991):「富沢遺跡30次調査報告書第 1分冊 (縄文～近世)」 仙台市文化財調査報告書第149集

斎野 裕彦 (1987):「富沢―富沢遺跡15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集
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白鳥 良― (1980):「 多賀城跡出土土器の変遷」『研究紀要Ⅶ』官城県多賀城跡研究所
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東日本の水田跡を考える会  (1990):「水田跡の基本的理解一水田跡の検出と認定」『第3回 東日本の水田跡を考える

会―資料集』

平間 亮輔 (1989):「 富沢遺跡35次調査報告書」仙台市文化財調査報告書第150集

平間 亮輔 (1995):「仙台市における埋没条里」『条里制研究第11号』条里制研究会
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Ⅷ 富沢遺跡 (100次 )調査報告書

1 調査区全景

2 東壁土層断面

3 東壁南半部上層断面

図版25 調査状況・土層断面



安久遺跡 (4次)調査報告書

X 安久遺跡 (4欠)調査報告書

1 調査要項
遺跡名     安久遺跡 (官城県遺跡番号 01106)

調査地点    仙台市太白区西中田三丁目2-6

調査原因    共同住宅建築

調査対象面積  310Υ

調査面積    85Υ

調査期間    平成 8年 12月 12日 ～12月 18日

調査主体    仙台市教育委員会

調査担当    仙台市教育委員会文化財課

担当職員    篠原信彦 竹田幸司

調査参加者   小林国子 小松千代子

調査協力    鈴木敏 (申請者)

2 遺跡の位置と環境
安久遺跡は JR東北本線南仙台駅の西方約400m、 名取川南岸800mの太白区西中田 (旧字名安久)に位置する。周

辺は名取川の旧河道とそれによって形成された自然堤防や後背湿地が複数に入 り組んだ地形となってお り、当遺跡は

自然堤防上に立地 している。標高は 9～ 10mである。

てここコイVO

2921・

o                                             300rn

Ｌ

１

１

‐中日「¬

第57図 調査地点と周辺の地形
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X 安久遺跡 (4次)調査報告書

遺跡の東隣に安久東遺跡が位置しており、古墳時代前期の竪穴住居跡と前方後方形の周溝墓、 7～ 8世紀頃に築造

された古墳の小型石室、平安時代の竪穴住居跡、中・ 近世の館跡に関連する溝跡や門跡などの遺構が確認されている。

また、弥生時代以前の明確な遺構は発見されていないが、弥生時代前期の遠賀川系類似土器が出土している。500m

南方には栗遺跡があり、古墳時代後期の集落跡が確認され、この時代の土器型式の標識になっている。西方 l ldnには

中 。近世の屋敷跡が検出された松木遺跡がある。その他、約400m北東に伊豆野権現古墳がある。また、中田伊豆野

権現古碑群、中田神社板碑群、日向古碑群などの中世の板碑も周辺で発見されている。

安久遺跡は過去に次の調査が行われている。 1次調査は土地区画整理事業に伴って、昭和50年に実施され、平安時

代の竪穴住居跡、古代～中世の溝状遺構が検出され、 7世紀後半の安久諏訪古墳も調査されている。安久諏訪古墳の

石室は移築され保存されている。 2次調査は事務所建築に伴って、平成 4年に実施され、灰白色火山灰降下後の平安

時代の竪穴住居跡と窪地状遺構が検出されている。 3次調査は共同住宅建築に伴って、平成 8年に実施され、古代及

び中 。近世の溝跡が検出されている。

県道岩沼・仙台線

第58図 調査区配置図

0               10m

3 調査方法
建築部分を対象に調査区を設定し確認調査を実施した。その結果、竪穴住居跡 1軒が検出されたため、調査区を拡

張して引き続き本調査を実施した。遺構は少なく、竪穴住居跡以外は近 。現代の撹乱穴だけである。

盛土及び旧耕作上の直下が地山で遺構検出面となる。地山の土性は、にがい黄褐色粘土質シル トである。

4 発見遺構と出土遺物
SI-1堅穴住居跡
調査区の西側で検出された。撹乱が著しく、壁は既に削平され、床面が残存する状態である。周溝内・ ピット埋土

。床面より灰白色火山灰が検出されている。
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X 安久遺跡 (4次)調査報告書
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第59図 堅穴住居跡実測図

残存部の範囲は東西420clll、 南北520cmほ どで、磁北に対して南北軸は18度東に偏る。 (註 1)。

カマドは東側に新旧 2時期のものが検出された。新しいカマドは東辺中央に構築されるが基底部が残存するだけで

ある。径 lmの範囲で焼土が分布しており、袖部分に焼面が確認された。煙道は検出されなかった。古いものは南側

にあり、煙道のみ残存し、その規模は幅25clll・ 長さ100clllである。底面はほぼ平坦であり、深さは検出面より10clllで

ある。住居跡の東西軸に対して約13度南に偏る。周溝は南辺以外ほば巡っており、50～ 80clllと やや幅が広く、深さ約

A
950m引
 周溝  P8 P2 P9周溝

P8

H
引960m

H′     B
卜 950m引

層 llo 土    色 ■  質 そ   の   他 層 H 上    色 土  質

10YR4/3に どい黄褐色 粘土質ツル 焼土・炭化物・ 灰白こ火山灰を斑状に含む。 煙 道 10YR4/3に どい黄褐色 相土質 シ 暗赤褐色焼上の小ノロックを合む。

IOYR3/3暗  褐 色 ルト質粘土
炭化物・焼土を斑状に合む。黄色粘土をブロック状に合 10YR3/8暗  褐 こ 粘土質シル 炭IL2を合む。

tOYR3/2黒  褐 色 猫土質ツル 炭IL2・ 焼土・ にすい黄撮色上を斑状に合む。
10YR5/3賣  褐 色 ルト質粘土 炭イヒ物・ 焼土・にどい黄欄色上を斑状に合む。 10Y R5/4に どい黄褐色 粘圭質ン 暗欄色■を斑状に合む。

10YR4/3に すい黄褐色 炭化物をプロック状に含む。焼上塊を含む。 10YR5/4に どい黄褐色 粘土質シ

10Y R4/3に Fい黄掲色 粘土質ツル 焼上 。炭イヒ物を斑状に合む。 10YR3/3膳  褐 色 猫土質 ツ にどい黄褐色上・焼■・沃化物を含む。

10YR3/3暗  褐  色 粘土質シル
月溝理土 粘土質 シル ヽ

を
　
む

■
　
合

こ
　
に

褐
　
状

暗
　
斑

ク状に合む。炭化物・ 灰白色火山灰を

10Y R5/哲 にFい女褐色 暗褐色土・ 焼上を合む。
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X 安久遺跡 (4次)調査報告書

15cmを測る。

ピットは床面で20個が検出され、柱痕跡は確認されなかったが、形態・ 深さ・ 位置関係か らP3・ 4・ 12・ 20が柱

穴 と考えられる。 P4の底面から須恵器甕の底部から体部にかけての破片が、 P12の底面か ら痛平な礫が出土 してい

る。礎盤 として使用 したと考えられる。その他の ピットは住居の南東付近で多 く検出され、堆積土中に焼土が詰 まっ

ているものが多い。その性格は不明だが、 Plは出土遺物が多く、規模も径 HOclllと 大きく、位置的に貯蔵穴と考え

られる。また、 P8も Plと 同様に貯蔵穴と考えられる。

住居跡の床面・周溝内・ ピット内・ カマ ド周辺から土師器不 。甕、赤焼土器芥、須恵器外・ 甕、焼けた石、礫など

が出土 している。

0                      10cn

第60図 出土遺物

土師器芥 (第60図 -1・ 2):ロ クロ使用のもので 2点 (D-1・ 2)図示された。 2点とも底部の切 り離しは回転

糸切 り無調整である。胎土は砂粒をあまり含まず赤色酸化土粒を含み緻密である。

1(D-2)は 、底部から口縁部の資料で 1/6の残存である。底部からやや丸みをもって立上が り、口縁部がや

や外反する。底径と口径の比 (以下「底口比」という。)が0.31で、器高と口径の比 (以下「器口比」という。)が0.

36で抗形を呈する (註 2)。 外面のロクロロの凹凸は明瞭ではない。内面のヘラミガキは底部は放射状で、底部から

体部上方にかけては斜め方向にしている。

2(D-1)は 、底部から口縁部の資料で 1/3の残存である。底部からやや丸みをもって立上が り直線的に外傾

し、口縁部が外傾のままやや肥厚する。底口比が0.40で器口比が0.28で扁平な不である (註 2)。 外面のロクロロの

凹凸は明瞭で、内面のヘラミガキは横方向にした後、底部から体部上方にかけて斜め方向にしている。再酸化のため

に黒色処理が部分的にとんでいる。

その他図示できなかったものも概ねD-1・ 2の特徴がある。底部資料が他に 2点あるが、共に、回転糸切 り無調

整である。また、付け高台で断面形状が逆三角形を呈し、外面に 2条の沈線を施している高台付芥も出土している。

赤焼土器不 (第60図 -3):ロ クロ使用で内面は ミガキ調整や黒色処理がされておらず、酸化焔焼成された芥である。

1点 (D-3)図 示された。

3(D-3)は 、底部から口縁部の資料で 1/4の残存である。底部からやや丸みをもって立上がり直線的に外傾

する。口縁部はさらに開き外傾する。底口比が0.31で器口比が0.32である (註 2)。 外面のロクロロの凹凸は明瞭で

幅が狭い。内面のロクロロは不明瞭である。底部の切り離しは回転糸切り無調整である。胎土は砂粒が混じり荒く、

白色針状物質を含む。

登録番号 種 ″1・ 器 種 出土地区 基本層位 出土遺構・層 取上番号 器高・ 長 口径・ 幅 重  登 特

1カ マド焼土と 回転糸切り無調整

ロクロ土師器 邪 回転糸切り蕪調整

赤焼土器   不 P91層 回転糸切り無調整

灰FH色を皇する



X 安久遺跡 (4次)調査報告書

その他図示できなかったものも概ねD-3の 特徴がある。底部資料は他に 1点あり、回転糸切 り無調整である。

須恵器必 (第60図 -4):1点 (E-1)図 示された。

4(E-1)は 体部から口縁部にかけての資料で 1/8の残存である。外面のロクロロの凹凸は明瞭で、内面のロ

クロロの凹凸は不明瞭で器面が滑らかである。焼きがあまく、内外面は灰白色を呈し、断面中央は灰色になっている。

鴻ノ巣遺跡 6次調査の第Ⅳ層上面検出遺構及び燕沢遺跡 8次調査のS13か ら出土している灰白色を呈する土器に類

似する (註 3)。

その他、E-1と 類似し黒斑のように黒くなっている体部の破片資料もある。また、E-1と 違い焼きのしっか り

した青灰色のものもある。底部の資料が 2点あり回転糸切 り無調整のものと回転糸切 り後回転ヘラケズリ調整のもの

がある。

5 調査成果のまとめと考察
1)SI-1及 び出土遺物の年代
SI-1は 出土遺物の絶対数が少ないが、類似する土器群が出土している近くの遺跡としては中田畑中遺跡 1・ 2

号住居跡、安久東遺跡 2号住居があげられる。それらの土器年代観を総合すると9世紀後半～10世紀前半になり、当

遺構出土の土器についてもその範囲内で考えられる。

また、 SI-1の 周溝内・ ピ`ット埋土上層・ 床面からは10世紀前半頃に降下したとされる灰白色火山灰が斑点状に

検出されている。この状況から、住居の廃絶が灰白色火山灰降下後で、その存続期間も灰白色火山灰降下前後の10世

紀前半頃と考えられる。

土器の年代も火山灰の堆積状況と合わせて考えてみると前述の 9世紀後半～10世紀前半の中でも、さらに10世紀前

半と絞っておきたい。

2)ま とめ

① 安久遺跡は沖積平野の標高9～ 10mに立地する古墳時代後期の古墳 (安久諏訪古墳)、 平安時代の集落跡、

古代～中世の溝跡が発見されている遺跡である。

② 今回の調査によって竪穴住居跡が1軒発見された。出土遺物はロクロ土師器・赤焼土器。須恵器が出上して

いる。

③ 竪穴住居跡の時期は、10世紀前半と考えられる。

(註 1) 遺跡周辺では磁北方向は真北に対して約 7度20分西に偏る。

(註 2) 底口比・器口比を求めるにあたり、小破片であるために口径については、図上復元による数値を用いてい

る。

(註 3) 鴻ノ巣遺跡 6次調査で「これらの灰白色の土器が時期的に限定され、器種や器形、法量などに須恵器と違

ったまとまりがあれば、須恵器から分離してとらえた方が適切であると思われる」ことが指摘され、その見

解もとに燕沢遺跡 8次調査では、「その特徴として、底部切 り離し後手持ちヘラケズリ調整されるものが存

在すること、内面の器面においてロクロロの凹凸がみられず滑らかなもの等何種類かの技法的な違いがある

こと、黒斑のように黒くなっている部分が認められることなどがあげられる」ことが指摘されている。また、

報文では須恵器となっているが、同様のものは近辺の遺跡では安久東遺跡
。四郎九館跡で出土している。そ

れらの土器は本遺跡のに比べさらに軟質である。器形・法量・調整だけでなく色調についても考慮にいれる

必要があると考えられる。
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l SI-1竪 穴住居跡全景

2 SI-1カ マ ド周辺 (西から)

1ロ クロ土師器 杯 D-2
(SI-1カ マド焼土面 。第60図 1)

2ロ クロ土師器 不 D-1
(SI-l Pit 9。 第60図 2)

3赤焼土器  芥 D-3
(SI-l Pit 3 1層 。第60図 3)

4須恵器   不 E― l
(SI-l Pit 2・ 第60図 4)

3 出土土器

図版26 1号堅穴住居跡 。出土遺物
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1 調査要項
遺跡名

調査地点

調査原因

調査対象面積

調査面積

調査期間

調査主体

調査担当

担当職員

調査参加者

調査協力

X 陸奥国分尼寺跡確認調査報告書

陸奥国分尼寺跡 (官城県遺跡番号 01020)

仙台市官城野区官千代一丁目4番12号

RC2階 建事務所建設

190Υ

100Υ

平成 8年 4月 9日 ～ 4月 12日

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

木村浩二 篠原信彦 工藤哲司 長島榮一 竹田幸司 豊村幸宏 根本光一

森 剛男

(有)中辰企業

2 遺跡の位置と環境
陸奥国分尼寺跡は JR仙台駅の東南東約2.5血の若林区白萩町、宮城野区宮千代に位置し、市衝地が広がる段丘か

， 平

讐
※アミは国指定史跡範囲

第61図 調査地点と周辺の地形



陸奥国分尼寺跡の西方500mに は奈良時代後半に建立さ

れた陸奥国分寺跡が位置しており、東西800尺、南北800尺

以上の築地塀で囲まれた大規模な寺院である。伽藍配置は

中軸線上に南大門、中門、金堂、講堂、僧坊が並び、中門

と金堂は回廊で結ばれている。金堂の東には回廊が巡る七

重塔があり、金堂と講堂の間には東に鐘楼、西に経楼のあ

る堂々たるものである。

南方約1.2knに は、弥生時代から近世にかけての複合遺

跡である南小泉遺跡が位置し、その中心部には古墳時代前

期末に築造された主軸長■Omの前方後円墳である遠見塚

古墳がある。東方500mに は古代の志波遺跡、同約 l kmに

は中世の谷地館跡がそれぞれ位置している。

陸奥国分尼寺跡は、史跡指定された中心部で過去 5次に

わた り発掘調査が実施されている。昭和39年には、「観音

X 陸奥国分尼寺跡確認調査報告書

県道

第62図 調査区配置図

琢」と呼ばれていた陸奥国分尼寺跡の中心建物と考えられる礎石が露出した土壇の一画で発掘調査が実施され、桁行

5間、梁行 4間の礎石建ちの建物跡が発見された。この建物は、金堂跡と考えられている。この金堂跡の周辺では、

これまでにも数回の調査が実施されてきたが、関連する建物跡などは発見されていない。

3 調査方法と基本層位
今回の調査地点は、以前ガソリンスタンドとして使用されていたが、新たにRC2階 建事務所を建設するために、

4月 2日 付 l―Iで発掘届が提出された。この場所は陸奥国分尼寺跡のほば中軸線上に当た り、東西に走る県道荒浜・ 原

町線を挟んで金堂跡の北側に位置している。ガソリンスタンドの地下タンク・ 建物の基礎等によって、かな り撹乱さ

れていると考えられたが、陸奥国分尼寺跡に関連する遺構が検出される可能性が高いので、申請者と協議 して確認調

査を実施した。調査は建物建設予定地に 5× 5mの調査区を設定し、黄褐色砂質ツル トまで掘 り下げて実施 した。そ

の結果、掘立柱建物跡の掘 り方が検出されたため、地下タンク等による撹乱部分を除いて調査区を最大限拡張 して調

査を実施した。

調査により陸奥国分尼寺跡の中心的な建物跡が検出されたことから、事業主体者である中辰企業代表取締役 。中村

譲治氏と協議 した結果、建物の基礎を設計変更し、検出された遺構の保存について協力を得ることができたので、遺

構の全面的な掘 り込み作業は実施せず、遺構データを記録する上で最低限の調査を実施した。また、確認調査ではあ

るが、陸奥国分尼寺跡の主要遺構と考えられるため、宮城県文化財保護課、宮城県多賀城跡調査研究所、郡山遺跡調

査指導委員等に連絡 し、ご意見をいただいた。

基本層は 3層認められた。 1層は黒褐色シル トで盛土以前の畑の耕作上である。層の厚さは25～ 30伽を測る。 2層

は黒褐色ツル トと責褐色ツル トの混じり合った層で、層の厚さは約20clllを 測る。 3層は黄褐色砂質ンル ト・ 粘土質シ

ル トの地山である。撹乱が著しく、深いものは下層の砂礫層に達 している所もある。

4 発見遺構 と出土遺物
1)掘立柱建物跡

SB-lA建 物跡 桁行は 5間又はそれ以上、梁行は 3間と考えられる東西棟の掘立柱建物跡である。建物跡の規模

は、北側の柱列で桁行残存長13m以上で、柱間寸法は桁行の西より3.2+2.9+3.4+2.9+3.2m間隔で中央の柱間寸
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法が広い。梁行の規模は全長6.3mと 推定され、柱間寸法は2.lm等間と考えられる。建物跡の主軸方向は北側柱列で

真北を基準としてE-10°一Nである。掘 り方の平面形は、大きさ90～ 150cmの 方形 。長方形を呈し、柱痕跡は直径

35～ 40ctllの円形の柱である。東端の掘 り方を半裁して土層を観察した結果、検出面からの深さは80cIIlを 測 り、底面は

砂礫層まで掘 り込んでいる。掘 り方の堆積土は黄褐色粘土と黒褐色粘土を突き固めており、互層となっている。

SB-lB建 物跡 SB-lA建 物跡とほぼ同じ規模と考えられる建物跡で、 SB-lA建 物跡の北側柱列の掘 り方

と重複 している。掘 り方の平面形は大きさ60～ 1 20clllの方形 。長方形を呈する。柱痕跡は抜き取られているため検出

されていない。東端の掘 り方は大きく抜き取 りが観察され、他の掘 り方も同様に柱を抜き取っていると考えられる。

SB-1建 物跡は、ほぼ同一場所に建て替えをしたもので、金堂跡の中心より北側に44.7m(150尺 )、 南北中軸線

より東側に 6m(20尺)東寄 りの位置で発見された。陸奥国分尼寺跡の主要な建物跡の一つであると考えられる。

2)その他の遺構

SX-1不 明遺構 幅90cm、 長さ3.5m以上で東西方向に検出された布掘状のもので、断面形は逆台形で深さ約40clll

を測る。堆積土は 2層あり、 1層は暗褐色粘土質ンル トで、黄褐色粘土質ンル トを斑点状に合む人為的に埋められた

層である。部分的に断面を観察したため、所属時期・性格は不明である。

SX-2不 明遺構 幅80側、長さ2.7mの 南北方向に検出された布掘状のもので、断面形は逆台形で、深さ約30伽を

測る。これもSX-1同様に人為的に埋められていると考えられる。

その他の遺構としては土坑などが検出されている。

出土遺物は瓦が少量出上しただけである。実測されたものは拓本資料 4点 (第65図)で、単弧文軒平瓦 1点、平瓦

2点、焚斗瓦 1点がある。

5 調査成果のまとめ
① 今回の確認調査によって発見された遺構は掘立柱建物跡 1棟、性格不明な遺構 3基、土坑などがあり、出土遺物
は単弧文軒平瓦、平瓦がある。

② 掘立柱建物跡は桁行5間またはそれ以上、梁間3間の東西棟建物跡であり、同一場所に建て替えをしている。

SB-1
NIW6柱 穴

SX-1

名1150m

SB-l NIW6
層  � i   t 土  質 そ   の   他

iOY R3/1黒  褐 色 粘土 粘性 。しまりなし)抜き取り穴理土

JOY R3/3暗  褐 色 ルト質粘士 粘性 。しまりなし
iOYR3/3階  褐 e ルト質粘と 黄色粘上を少量含む。

二OYR4/4褐    色 ルト質粘士 黒色粘土を少量含む。
10Y R2/3黒  褐 色 粘土 黒色粘土を歩五に合む。

ンル ト質粘■ 褐色粘土粒を斑状に含む。柱痕跡

10YR2/2黒    色 ルト質粘土 黄色狛上を少二含む。
10YR4/4褐    色 ツル ト質粘土 黄色箔土を微二含む。

ツル ト質粘土

IOY R2/3黒  褐 3 路土

10YR4/4褐    色 ツル ト質粘土 黄色お土を少二合む。

10YR4/4褐    色 ルト質粘土 黒色粘土を少量合む。
10YR4/4褐    色 ツル ト質粘土 黒色猫土を微ユ合む。

10YRO/4に よい黄笹色 ルト質粘土 周囲に酸化鉄が集段。

10YR4/4欄    色 ツル ト質粘■ 層上部は粒子が組かいが下部§粗粒となる。
砂 礫 径05～ IOc m

SX-1
土   質 そ   の  他

10YR2/8暗  褐 色 粘土質ンル 黄褐色粘土ツルトを斑状に含む。
10YR6/6明 黄 偶 と 粘土質ツル

第64図 遺構断面図
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③ 陸奥国分尼寺跡では、これまで金堂跡以外にほとんど関連する遺構は発見されていなかったが、今回の発見で金

堂跡の北側に主要な建物跡が発見された。

④ 陸奥国分尼寺跡を東西に貫く県道荒浜・ 原町線拡幅工事に伴い、今後実施される発掘調査で主要な遺構の発見が

期待される。
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瓦類 平瓦 (152) (157)

瓦類 焚斗瓦 2層上面 凹面布回後ナア、凸面縄「Pき後ナデ

瓦類 単弧文軒平瓦 (118) 単弧文軒平瓦、凹面市日、凸面縄
'Pき

冗類  平瓦 2層上画 (111) 凹面布 日、凸面縄叩き

第65図 出土遺物
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1 調査区全景

2 SB-1掘 立柱建物跡 (東より)

3 SB-1掘 立柱建物跡 (南より)

図版27 調査状況
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2(G-2)

2瓦類 平瓦 G-2(SK-1・ 第65図 1)
4瓦類 英斗瓦 G-4(2層 上面。第65図 2)

図版28 出土退物

l瓦類 単弧文軒平瓦 G-1
3瓦類 平瓦    G-3

3(G-3)

(SK-1。 第65図 3)
(2層上面 。第65図 4)



報告書抄録

ぶ り が な たかやしき ヤヽせき ほかはっくつちょうさほうこくしょ
圭
［ 名 高屋敷遺跡ほか発掘調査報告書

副  書  名
巻 次

ツ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シ リーズ番号 第223集

編 著 者 名 篠原信彦 。工藤哲司・ 竹田幸司

編 集 機 関 仙台市教育委員会

所  在  地 598071官城県仙台市青葉区国分町三丁目7-1 恋022-214 -8893ハヤ8894
発 行 年 月 日 1997年 3月 31日

耕岐遺跡だ
と  り  が  た
所 在 地

コー ト
耳ヒ  糸車 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

嵩畠鎮造蘇
2次

粘啓≒箸`袢虚緒井
写嵩農鎮27-2

04100 01430 38° 14′ 27″ 140° 56′ 31″

19960902
∫
19960919

375Υ
土地区画
整理事業

中在家 南 遺跡

2次

私啓詩箸
イ
辞虚箭井

挙紅農鎖57
04100 01427 38° 14′ 20″ 140° 56′ 12″

19960603
∫
19960620

1704r
土地区画
整理事業

中場
す、、水
嗽剖
し跡

醤

業

赫
安
裁前

粘答帝督残与羞後
養寺 3丁 目地内

04100 01135 38° 16′ 49″ 140° 54′ 32″

19960826
∫
19960829

100Υ
画
設
計
建
市
路
都
街

彦生手  3次
ヨ肺遣蘇 5次
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業
北

04100
10382
01077

38° 13′ 23″ 140° 50′ 06″

19960513
∫
19960524

19960527
;

19960528

85Υ 宅地造成

常 首遺蘇
2次

仙台市若 林 区荒井

竿常普28
04100 01312 38° 14′ 29″ 140° 56′ 38″ HOΥ 共同住宅

建設

学 洛 遣 蘇
漆愛力ヽみ上

く
区
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ヘモ、平
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が
字

軌仙
し子
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3064r 宅地造成
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04100 19049 38° 18'49″ 140° 53′ 03″

19960529
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土地区画
整理事業

管 美遣 蘇
100次

粘答≒笑笞圭危卑
3丁 目54-8

04100 01369 38° 13′ 23″ 140° 52′ 86″

19960708
∫
19960710

48ぜ 共同住宅
建設

婆ゾ 撞蘇
4次

仙台市太 白区西中

田 3丁 目 2-6
04100 01106 38° 11′ 40″ 140° 52′ 51″

19961212
∫
19961218

85Υ 共同住宅
建設

邊奥重雰た寺鏃 粘啓詩督残尋童督
■代1丁目4-12

04100 01020 38° 14′ 57″ 140° 54′ 47″

19960409
;

19960412
1004r 事務所建
設

所収遺跡名 種 】J 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

高 屋 敷 遺 跡 集落跡 古墳
竪穴住居跡・掘立柱
建物跡・土坑・溝跡

土師器・ 須恵器

中在家南遺跡 集落跡 弥生・古墳 方形周溝墓・溝跡 土師器・ 石器

安養寺配水場前窯跡 1窯跡 奈良 灰原 須恵器・瓦

手
跡遺

土
一削

杉
北

土手
集落跡

近世
旧石器・縄文

土坑 縄文土器・ 石器

押 口 遺 跡 集落跡 古墳 土坑 土師器・石製模造品

平 治 遺 跡 集落跡 平安 竪穴住居跡・土坑 土師器・ 須恵器

高 柳 遺 跡 包含地 縄文 土坑・ 遺物包合層 縄文土器 。石器

富 沢 遺 跡 水田跡 弥生～近世 水田耕作土 な し

安 久 遺 跡 集落跡 平安 竪穴住居跡 土師器・須恵器

陸奥国分尼寺跡 寺院跡 奈良・ 平安 掘立柱建物跡 土師器・須恵器・ 瓦
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